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〇
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デ
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濫
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ず
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ず
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取
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ず
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習
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濫
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g
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於
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し
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も
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ら
れ 
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問
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収
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ら
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議
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塵

ょ 

り
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選
ば
れ
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あ
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斯
く
て
ま
た
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に
進 

.
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で
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し
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品
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あ
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。
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る
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つ
.
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さ
れ
る
製
造
業
と
そ
の
商
業
と
は
大
都
市
に
人
と 

富
^
を
集
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土
地
の
改
良'を
妨
げ
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；農
村
灰
荒
靡
せ
^
め
、
_

:
に
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す

る 

軽
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込
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佐
阔
々
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ま

㈦
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ふ
や
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、.象
M
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持
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を
1

な
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じ
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増
殖
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阻
み
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：
ひ
い
て
は

1

を
疲
弊
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せ
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。
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経
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斯
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期
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巻
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述
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来
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な
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-
穀

物
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葡

萄

酒
.
火

酒
.
塩• 

大
麻
：7
.羊
毛
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び
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貧
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供
す
，る
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の
他
の
農
産
物
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、
大
麻
，
亚
¥

羊
毛
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材
料
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、
従
っ
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農
産
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値
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す
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麻
布
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の
他 

の
大
f

き
の
織
物
で
あ
っ
た.：0
然
る
に
、
仏
蘭
西
国
民
は
久
し
き
以
前
よ 

:り
、
そ
の
原
料
に
適
す
る
絹
糸
も
、
；
羊
毛
も
産
す
る
こ
と
の
な
い
奢
侈
品
の
製 

.造

.に
熱
中
し
、

而

も.こ
の
木
練
の̂
員
^
に
め
て
、
外
国
と
競
争
し
得
ん
が 

,
,た
..め
に
、■
.そ
の
土
賃
を
，
.：.低

下

：
、
す

べ

く

小

.麦
の
価
格
を.引
下
げ
.た
0
で
あ
る 

(
s
u
v
r
e
s
,
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C
o
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が

ー

六
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,年

に

奢

侈

品

エ

_

を

創

設

す 

る
た
：め
に
採
つ
た
政
策
は
十
力
年
間
穀
物

^W

を
低
下
す
る
の
結
果
と
な
り
、

:

国
家
の
真
の..富
の
根
源
た
る
農
村
は
疲
弊
し
、：
王
国
の
収
入
は
'そ
の
犠
牲
と
な 

れ
る
こ
と
を
指
摘-L
r
い
る
.
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『

謎

論

稿
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九
：
六

頁

参

照

)

，
：
の

で

あ

る

ッ

：

'丨

•ベ
へ 

:

:洵
に
>:
仏
蘭
西
は
精
巧
な
織
物
を
製
造
し
、

-'
:
販
売
す
る
こ
：と
に
よ
り
て
数
耳 

万
を
利
f

各
だ
.め
に
、
，±:
雕
の
農
産
物
紙
十
億
龙
喪
失
し
た
ね
で
あ
っ
た
。 

而

も

、
；
金
銀
の
織̂

^
着

飾

：

っ：：

た

賢

は

殷

賑
^

る

讓

を

享

有

し

：て
居
る
と
：

風

い

：
こ
ん
：
で

.い
た
の
で
あ
つ
た..

(Su
v
r
e
s
,
.
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巻
四
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貢
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坂
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.
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三
：
七
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頁

参

照

.

)

0
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ヶ
ネ
丨
.
は

ま

ギ
 

箴
言』

.の
註
解
の.中

に「

前
世
紀
の
ざ
る
大
臣
が
、
：：：オ
ラ
.ン
ダ
人
の
貿
易
と
奢 

.侈
品
製
造
業
の.細
爛
さ
._に
眩
惑
.せ
ら
れ
：.
.

V:.

指
先
/の
货
働
か
ら
富
を
生.じ.さ
：せ 

よ
ぅ
と
し
、
：
富
の
源
泉
そ
の
も
の
を
傷
つ
け
た
ば
か
：り
か
、
へ
農
業
国
民
の
経
済 

的
組
織
の|

切
を
混
乱
に
陥
れ
た
。
.

j

と
述
べ
--
'
.
'
.

「

嗚
呼
！
.
.不
幸
に
も
斯
る
：

 
一：_ 

.

 

般
的
無
秩
序
の
諸
原
因
が
、
余
り
に
も
長
い
間
知
ら
れ
ず
に
い
た
、
.そ

と

か

ら

： 

不
幸
が
製
来
し
た

」
(
0
u
v
x
e
s
,
.
p
.
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-
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邦
：

訳
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：

全
：
集

』

第
三
巻
一
：

T

六
貢
、 

『

経
済
表』

岩
波
文
镩
本'
..
ー
〇
0
丨
1資

、
：
坂.田
訳
本
ー.
.八
七
丨
九
頁

)

ー
の
で 

あ
る
と
嘆
じ
て
い
る°
:

:'
:

.

_

'
•
'
.
'
,

仫
蘭
西
の
重
商
壬
義
た
る
コ
ル
べ
干
ル
主
義
政
策
に
対
す
る
批
判
，が
ら
生
じ 

た
ヶ
ネ
ー
及
び
其
の
他
の
重
農
主
義
学
徒
の
経
済
理
論
の
塞
盤
を
な
：す

®

^

:

:

 

収
益
論
は
、.簡
明
に
次
ぎ
の

「

装
飾
の
奢
侈

」

-rの

她

論

に

示

め

さ

れ

て

.
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る
の

で
ぁ
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初
版
と
同
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七
五
八
年
に
ミ
ラ
ボ
ー
侯
の

『

人
間
の
友』

第

四

篇
.
 

の
中
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採
録
さ
れ.た
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ネ
ー
.が
.ド

•
マ
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I
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e
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人
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に
泠

て

既

に「

有
用
な
奢
侈

」

と「

有
害
な
奢
侈

」

と
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
.に
し
、

.
 

「

衮
侈
品
製
造
業
の
蔚
な
發
展
に
伴
っ
て
普
及
さ
れ
た
装
飾
の
奢
侈
は
市
民

ヾ

.

..
六
：〇
ノ
 

c-t
:

一
 SO  
.

_
'.
■の
靠
級
間
に
於
け
る
程
よ
い
且
つ
有
用
+な
茭
出
の
秩
序
を
乱
す
こ
と
に
よ
つ 

:

て
有
害
な
奢
侈
と
な
つ
た
'の
で
は
な
：い
だ
ろ5
か
O
J (suvr.es, p

'
3
0
2
:

.:邦
解『

全
集』

'
.：*
:一：卷
.
1
~
.
三

頁

、
：
坂
田
：訊
.

『

経
済
表』

.：
三

六

と

述

べ
 

て
.い
.る
.が
、
卜
ヶ
ネ
ー
は
経
済
表
第
；

一.4

版
の 

'

『

説
明』

：
に
於
て
支
出
を
な
す
も
の 

が
社
会
に
有
用
な
：

.

「

食
鉢
の
奢
侈1
|
/
ま
た
；は% '
害

の「

装
飾
の
奢
侈

」

に
耽
る 

程
度
の
大
小I
じ
、

「

不
生
産
的
支
出
ま
た
は
生
産
的
支
出
の

M
i

5:
於 

.
他
方
に
ま
さ
る
程
度
の
大
小
に
よ
ヵ
収
入
の
年
再
生
産
に
生
ず
る
変
化
は

…
…

 

表
の
.秩
序
に.生
じ
る
変
化
そ
の̂
:
の
.に
よ
つ
て
容
易
に
そ
れ
を
判
断
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。
：
：何
と
な
取
ば
：

r

装
飾
一
の
奢
侈̂が
き
、

:

か4

ハ
一
、 

.
エ
底
に
本
ぃ
て
六
分
ノ

 
ー>
耕
作
皆
ゆ
如
い.’か
か
.ハ
：1増
加
す
る
も
の
と
仮
，
 

:定
す
- ^
ば
六
百
リ
ー
；ヴ
.ル
.の
収
|
<の
再
生
産
は
：五
：百
.リー

ヴ

ル

に

寥

す

る：。
.

,

若
し
之
.と
反
対
に
支
出
の
増
加
.が
自
国
産
農
産
物
の
消
費
に
於
て
、
又
は
そ
の 

輸
出
に
於
て
？
同
じ
程
度
に
達
し
た
と
す
れ
ば
、
六
育
リ
ー
ヴ
ル
の
取
入
の
再

.
 

生
産
は
七
百
リ
ー
：ヴ
ル
に
、

':
'
:か
く
て
累
進
的
：に
上
昇
ず
る
で
あ
ろ
$
。

こ
れ
に 

よ
つ
て
見
れ
ば
、

f

装
飾
の
奢
侈

」

が
過
度
な
る
と
き
は
、
.
富
裕
の
国
民
を
極 

め
て
迅
速
气
華
や
か
さ
の
ぅ
ち
に
、
破
滅
さ
，せ
ぅ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る

0」 

(
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a
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l
e
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c
o
a
o
m
i
q
u
e
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邦

訳
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『

経
済
表』

岩

波
文
庫
本一
九 

頁
、
：
坂
田
载
本

1

—-
六
頁
、
傍i

者)

：
と
述
べ
、

国
の
衰
類
を
激
化
せ
•し 

め
る
、王
要
な
る
八
つ
の
原
因
の
第
三
に

「

装
飾
の
奢
侈
が
過
度
な
る
こ
と

」 

(ibid.., 

p
v
x
i
:
邦

訳『

経
済
表』

.岩
波
文
庫
本
三

iT

頁
、
坂
由
訳
本
三
八 

.
頁)

を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
0
 

.

.然
し
な
が.ら
斯
く
過
度
の

「

装
飾
の
奢
侈

」

に
よ
り
て
地
主
の
所
得
の
再
生

産
が
六
百->
;
丨
ヴ
.ル
よ
り
五.百
リ
ー
ヴ
ル
に
減
少
し
、
又

過

度

の

「

食
料
の
奢 

侈」

に
上
り
て
、
そ
れ
が
六
西
リ
ー
ヴ
ル
よ
り
七
百
リ
ー
ヴ
ル
に
増
大
す
る
こ 

と
を
経
済
表
に
表
示
せ
ず
、
又
そ
の
計
算
を
も
明
ら
が
に
す
る
と
と
が
な
か
っ 

た
。
従
っ
て
、

ミ
ラ
ボ
ー
侯
は
そ
の

『

経

済

表

と

蓄

説

』

の
第
三
表
に
こ
.の 

「

装
飾
の
奢
侈

」

の
支
出.秩

序

を

表

式

し.計
算
に
よ
り
、
ニ
つ
の
場
合
の
結 

果
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
経
済
表
第
二
版
の

『

説
明』

の
こ
の
二
つ
の.
 

「

奢
侈
1-
に
就
て
の
解
釈■は
、
P
述
す
る
如
く
、
従
来
、
諸
学
者
の
間
に
意
見 

の
差
異
が
あ
り
、
而
も
亦
、
そ
れ
を
解
説
せ
る
.も
の
と
考
え
ら
れ
る
ミ
ラ
ボ
ー 

侯

の「

装
飾
の
奢
侈

」

の
経
済
表
に
、
何
人
も
言
及
す
る
こ
と
が
，な
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
ゥ

ー

グ
博
士
は
こ
れ
を
採
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

•
 

..
 

'
 
•

三

- 

,

ミ
ラ
ボ
I
侯
の
：.『

径

済

表

と

藤

説

』

の
前
提
と
す
る
仏
蘭
西
の
農
業
の
再

建
状
態
は
ヶ
ネ
ー
が
経
済
表
の
第
二

 
•

三
版
に
仮
定
す
る
と
こ
ろ
で

あ

り

、

ZJ
-

ノ

な
く
と
も
、
其
の
領
土
の
三
分
ノ
一

 

に
当
る
耕
作
地
四
千
万
ア
ル
パ
ン
に
大
規

模
耕
作
が
行
わ
れ
、
.其
の
他
の
葡
萄
園..森

林

•
秣
場
等
が
良
く
経
営
せ
ら
れ

て
、
小
作
料
六
億
リ
ー
ヴ
ル
に
、

m -
税
ー
ー
ー
億
リ
ー
ヴ

ル

、
十
分
ノ
一

 

税
一
.
億

五

千
万
リ
I
ヴ
ル
を
含
め
て
、
へ
地
主
階
級
の
所
得
総
額
が
十
億
五
平
万
リ
ー
ヴ
ル

と
計
尊
し
得
る
状
態
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
挿
入
す
る
経
済
表
-の
第
一
表
は

啮
主
の
.一
戸
平
均
の
純
所
得
六
百
リ
ー
ヴ
ル
；を
諸
支
出
の
基
本
と
し
、
そ
の
第

ニ
表
は
、
そ
れ
に
租
税
•
十
分
ノ
一

 

税
を
含
め.て

ニ

尸

平

均

の

所

得

.
ー
千
五
十

リ

ー

ヴ•ル
.を

諸

支

出

の

基

本

と

す

る

。

而

も

':
-
>
そ

れ

ば

耕

地

百

一

一
十
ア
ル
パ
ン

不

均

衡

の

経

済

表

に

就

て•

を
年
々
耕
作
す
る
馬
の
犁
ー
挺
の
純
収
益
の
—
一
分
ノ
一

 

に
等
し
き
も
の
で
あ
る
.
 

か
ら
、

こ
の
経
済
表
も
亦
馬
の
犁
半
挺
を
基
本
と
す

A
と
称
せ
ら
れ
た
の
で
あ 

る
.，■

(

拙
稿
‘
.

「

経
..済
表
の
生.成
.発
展」

—

三
田
学
会
雑
誌
第
三
十
八
卷
第
一
一
号
六

一 

-
 

-

'

J

.
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J
 

...
 
‘ 

.
 

■

第
二 

.

「

^

®
の
奢
侈」

の
：支
.出

並

、び
に
そ
のM
#

に
就
て

ミ
ラ
ボ
ー
侯
の

『

経
済
表
と
其
豚
説

』

の
第
一
、
第
二
の
経
済
表
は
い
ず
れ 

，
も

、

年

々

同

額

.の
地
主
階
級
：の
所
得
が
再
生
産
せ
ら
れ

る
均
衡
の
基
本
的
支
出 

秩
序
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
次

.

Q

第

三

の

経

済

表

は

：
、

そ
の
第
一
一
表
と

図第
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同

額

の

租

税

.

.
十

分

ノ

 T

税
を
含
む
地
主
階
級.のM

尸
平
均
の
所
得

1
.

千
五
十 

リ
ー
ヴ
ル
を
諸
支
出
の
基
本
と
す
る
が
、
：
人
々
の
過
度

.の「

装
飾
の
奢
侈.

J

の
.
 

生
活
に
ょ
り
、
；製
作
品
購
入
の
：た
め
に
不
生
産
階
級
へ
の
支
出
が
、
食
料
購
入 

の
た
め
に
生
産
階
級
べ
支
出
せ
ら
れ
る
ょ
り
も
六
分
ノ
ー
ず
つ
多
額
と
な
る
も 

の
と
す
る
。(

本
稿
第一.
因
参
照
> 
尚

『

経
済
表
と
其.解
説』

第
三
表
は
不
生 

鹿
階
級
の
年
投
資
を
、
そ
の
第
一
表
と
同
額
の
三
百
リ

ー

ヴ
'ル
と
す
る
が
、

こ 

れ
は
そ
の
第
一
一

表
と
同
額
の
允
百
一

一十

五
リ

ー

ヴ

.ル
と
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ 

る
の
で
訂
芷
し
て
記
載
す
る
。)

,

.

:

.. 

.

:

.

-
y
 

, 

.
.

.

.
:
.

斯
く
て
ゥー

グ
博
士
は
こ
の'r

装
飾
の
奢
侈

」
の
経
済
表
：に
基
づ
き
地
主
階

」 

級
の
所
得
一
千
五
十
リ
I
ヴ
ル
は 

\

,
,

生

産

階

級

べ

四

三

七

リ

ー

ヴ

ル

：
ー

0
ソ

ル(

5
2
5

—
-
|
-
,
5
2
5

)

*

'
不

生

産

階

級

へ

六

一

一

一

リ

ー

ヴ

ル

ー

〇

ソ

ル
(
5
2
5
+
4
-

 

• 

525)

を
吏
出
し
、
又
斯
か
る
地
主
階
級
の
生
活
習
性
は
直
ち
に
、
他
の
す
べ
て
の
階

級
に
反
映
し
、
社
会
金
般
に
普
及
さ
れ
る
か
ら
、
生
産
階
級
の
も
の
は
農
産
物

売
却
代
金̂

し
.て
受
け
取
る
四
百
三
十
七
.リ
.丨
ヴ
ル
十
ア
ル.を

く

：

f

生
産
階
級
へ
一
八
ニ
リ
ー
ヴ
ル
五
ソ
ル
ー
〇
ド
ニ
エ
：

土 

(218

11
5

1
I
I
•
to
Hoo
I
Hi
cn)

不
坐
産
階
級
へ
ニ
五
五
リ
ー
ヴ
ル
四
ソ
ル
ニ
ド
ニ
エ

(

2
100
1
1
5
+
-
4 

.
2
1

00
1
1
5

)
6

を
支
出
し
、
又
不
生
産
階
級
の
も
の
は
製
作
品
の
売
却
代
金
と
し
て
：受
け
取
る 

六
}

E

十
一
.
一
リ

ー

ヴ

ル

十

ソ

ル

を

.
生
産
階
級
へ
ニ.五
五
リ
丨
ヴ
ル
四
ソ
ル
；ニ

ド

ニ

エ

一
 

. 

(306

15
—

叫

.306

15)

:

不
生
産
階
級
へ'三
五
七
リ
ー
ヴ
ル
五
ソ
ル10
ド
：ニ.

エ

.
_

.(306

15

+.
^.. 306—

5)
6

を
支
出
す
る
。C

ゥ
ー
グ
搏
士
の
掲
載
す
る
経
済
表
が
こ
の
支
出
を
ニ
百
五
十 

四
リ
I

ヴ
ル
四
ソ
ル

一

一
ド
ニ
エ
、
又
次
.の
支
出
一
百
六
リ
ー
ヴ
ル
六
ソ
ル
八
ド 

ニ
エ
を
ー.百
五
リー

ヴ
ル
六
ソ
ル
八
ド
ニ
エ
と
す
る
は

『

人
間
の
友』

の1

版 

本
の
誤
っ
た
数
字
を
そ
の
ま
ま
引
用
せ
る
た
め
で
あ
る
。

)
(ibid.., p. 

85) 

こ
れ
は
過
度
の.

「

装
飾
の
奢
侈

」

の
生
活
の
た.め
に
、
®

級
の
も
の
が
、 

「

各
支
出
額」

のU

分
ノ
一 

よ

り

も

、

そ
の
，
六
分
ノ
一

 

多
く
を
製
作
品
購
入
の 

た
め
不
生
産
階
級
へ
支
出
し
、
従
っ
て
生
産
階
級
へ
の
支
出
は
、
そ

の

「

各
支 

出
額」

の
ニ
分
ノ

.；一.

よ
り
も
、.そ
の
六
分
ノ'1

少
な
く
な
る
と
ゥ
~
グ
博
士
は 

解
説
し
て
い
る
。
従
っ
て
筆
者
は

S

級
の
不
生
産
階
級
へ
の
支
出
は
そ
の 

「

各
支
出
額」

の
±
.
ー
分
ノ
七
と
な
り
、
生
産
階
級
へ
の
支
出
は
、
そ
の
十
二 

分
ノ
..五.と
.な
り
、
そ
の
両
支
出
の
差
が
六
分
ノ

--
*■と
な
る
こ.と
で
あ
る
と
す
る
。

先
ず
、'諸
支
出
の
基
本
と
な
る
地
主
階
級
の
所
得
を

a
と
し
、
生
産
階
級
へ 

の
支
出
の
率
を
尺
、
不
生
産
階
級
へ
の
支
出
率
を
デ
と

し
て
、.一，般
公
式
化
せ 

る
経
済
表.(

原
表)

を
本
稿
第
一
一
.図
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
公
式
に
於
て
生
産
階
級
の
地
主
.
不
生
産
両
階
級
へ
の
食
料
と
し
て
の 

農
産
物
売
却
代
金
の
総
額
は

——

即
ち
当
該
年
度
の
年
投
資
額
は

_

#

っ
て 

そ
れ
に
よ
っ
て
再
生
産
せ
ら
れ
る
経
済
表

(

原
表)

の
中
央
の㈱
双
攫
額
、
即 

ち
、
次
年
度
の
地
主
階
級
の
所
得
額
は

第 ニ 図

' 公式イ匕せ.る経済.衾 （原表）ご

生 産 階 級 ’ 地 主 階 級 不 生 産 階  

年投資 所得 投 _

/2e

I
1

作

に
よ
り
て
納
め
.ら
る
る
地
主
階
級
の
所
得
総
額
は

と
な
り
、

収獲

/  
一
 

/ 一
 

一
 

V  
一

/ 
3
'
 

\ 

1
4 

一
.
-

「

4 

.
V

 

I. U

W

 

r 
一/ 

r ご/ 

r 

\/ 

r \ / V
\
/

./\ 

.R. 

./\ 

R 

一
.
 

r'—
v.
r.
./
\.
r

」

v
.
'
£

/
一
 

I 

/ 
\
丨
 

一
 

I 

一. j, 

/ 

一
.

- マ一
一

z ’ 純 
r —  t - —  a  F

、二X
a  R  し

ニニ x  ニ
= £ —— a  R  2  r

: : X : :
a  R 2  r  2

卜 、 — 一  _ — -

S  ミ — 、ニ  a  I

一 一 一 — ■
—* e

レ 一 . 一

こ: : a

農産物

こ ご -

又
不
生
産
階
級
の
地
主
.
生
産
両
階
級
へ
の
製
作
品
売
却
代
金

.の
総
額
は
，

s
、=

 

d
l p
料
^

-
-
-
と
な
る
0

:

•
.

こ

の

、
、
、
一
ブ
ボ
：

I
侯
の
•
.

f

経
済
表
と
其
解
説

JL

第

三

表(

本
稿
'第
.一
図)

/に
て 

は
.

9
=
1
0
5
0
.
,

^

"
げ

.、
=

O H
...
，.で
あ
る
か
ら
、.生
産
階
級
の
地
主..

•；

不
生
産
.
 

年
階
級
へ
食
料
と
し
て
庚
却
せ
る
農
産
物
の
売
却
代
金

額
、
従
つ
て
又
そ
れ
を 

両
投
資
と
し
て
再
生
産
せ
ら
れ
る
純
収
獲
、
斯
く
てそ
の
売
^
に
ょ
る
純
収
益

不
均
衡
の
経
済
表
に
就
て
：

.
:. %
の
時
、
不
坐
産
階
級
が
地
主
'•生
産
両
階
級
へ
す
る
製
作
品 

め
代
金
総
.

•

 

•

产.

，
：.
.
/

 

•

I

.

こ
の
本
稿
の
第
.一
、
第
二
図
の
経
済
表(

原
表)

の
ジ
ッ
グ
ザ
ッ
グ 

の
支
出
過
程
を
総
括
し
て
：

『

農
業
哲
学

』

の
略
表
の
形
式
に
て
表
示
す 

れ
ば
次
の
第
三
囟
と
な
る

。
'

:
斯
く
しV

、

過
度
の「

装
飾
の
奢
侈

」

の
結
果
、
生
産
階
級
が
、
地
主
.
不 

-
aR
1

1
生

産

両

階

級

べ

食

料

と

し

て

売

却

し

得

た

農

産

物

は

九

百

十

五

-»
;

丨
ヴ 

,
，
ル
に
止
ま
り
、
従
：つ
て
、
こ
の

^

^

代
^

を
年
投
資
と
し
て
再
生
産
せ

ら

 

る
る
純
収
獲
ば
九
百
十
.五
..リ—

グ
ル
..に
減
少
し
、
斯
く
て
地
主
階
級
.の 

所
得
は
一
千
五
十
リ
ー
ヴ
ル
ょ
り
、
九
百
十
五
リ
ー
ヴ
ル
に
百
三
十
五
リ

I
ヴ 

ル
、
即
ち
約
六
分
ノ

 

r (

計
算
に
て
は
七
十
分.ノ
：九)

に
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

.
こ
.の8
.ー
'ー
の
罾
罾
ま
の
卞
の

^
に
基
づ
き
生
畠
吧
砠
の
せ
罾
と
双
#

と
を
そ 

の
第
一8

の
均
衡
の
基
本
的
支
出
秩
序
0
場
合
と
こ
の

「

装
飾
の
奢
侈

」

の
時 

.
と
を
比
較̂

^
ば

次

表(

有
稿
第 

一：
■
;
の
如
く
な
り
て
、
：，

.再
坐
産
総
額
は
、
.
 

基
本
的
支
出
狹
序
の
ニ
千
七
百
五
リ
ー
ヴ
ル
ょ
り
ニ
千
三
百
五
十
七
リ
丨
ヴ
ル 

.と
三
.百
四
十
八.リ
.丨
ヴ
ル
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
。
斯
く
て
ミ
ラ
ボ
ー
侯
は
こ

, 

六

三
,ハ
ゼ
ー
七

〉

1



生産階級 

投 資 -

料の奢侈第四図

909

生

㈠

「

食
料
の
奢
侈

」

.
初
年
度 

の
支
出
と
そ
の
結
果
に
就
て 

ゥ

ー

グ

博

士

は
こ
.の

自

国

産

の 

「

食
料
の
奢
侈

」

の
支
出
状
態
を
表 

示
す
る
経
済
表
を
掲
げ
て
、
.
こ
の 

「

積
極
的」

不
■均

衡

の

表Ta
b

丨 

la>
a
u
. 

i
n

 (positive). ..diwecjui- 

l
i
b
r
i
u
m

に
於
け
る
不
生
産
階
級
.
 

へ
の
支
出
の
減
額
を
そ
の
第
三
段 

階
ま
で
記
入.し
て
い
る
：

(

12:

 ̂

P
.
S-C
3
。
て

,
',
'

':

.
今
、
前
記
公
式

(

本
稿
第
二
図

) 

に

基

'、
つ
き
、
こ

の

「

食

料

の

奢

侈

」

の
支
出
の
結
果
を
算
出
し
て
、
略
表
の
形
式
に
て
表
式
す
れ
ば
第
四
図
：と
な
：る
。

そ
の
時
、
生
産
階
級
の
投
資
と
取
益
と
を
吏
出
均
衡
の
基
本
的
秩
序
の
場
合
，
 

と
比
較
す
れ
ば
本
稿
第
一

一.

表
の
如
く
算
定
さ
れ
、
そ
の
再
生
産
総
額

.は
！一

千
七 

百

五

リ

ー

ヴ

ル

よ

芝

.ー
：.
千
九

西

五

十

ー

：

一.U
ハ
；
ヴ

ル

に

、
；

 

一

4

百

四

十

七

リ

ー

ヴ

ル 

.増
額
す
る
。

：

こ
れ
を
前M
の
如
く
ミ
一
ス
ボ
ー
侯
：
は

約

十

分

.ノ
1
増
加
ず
る
と：'|
3 

t

K
い
る
が
、

：

久
保
B3
博
士
は
、.
.こ
の
鴆
合
、
：
.：純
1

^
於

て

：
は
ー
へ
千
五
十
リ 

丨
ヴ

，
ル

よ

り

一；；

千

百

四

十

六
y
丨

ヴ

唐

九

ホ

六

リ

ー

：
ヴ

ル

「

約

九

^

の
増 

加
率
を
示̂

K

い
'る
.

J:,( 『

ダ
ネ
：：ト
研
究

』
A
1

六
.九
.頁〕

.^.
:せ
.ら
れ
る
が
、
再
生 

産
總
額
に
就
て
も
、
：
.：同
じ
.く
九
パ
I
セ
ン
.ト
め
增
伽
を
が
ず:%
'
の
と
す̂

方
が
.

不
均
衡
の•経
済
表
に
就
て.

:

.

 
-■

計
算
上
：は

|

層
正
確
で
あ
る
と
考.え
ら
れ
る
。

そ

の『

経
済
表
と
其
解
説

』

に
於
'て

は「

装

飾

の

奢

侈」

とr

食
料
の
奢 

侈」

と
対
比
せ
し
め
て
、
そ
の
影
饗
を
，
検
討
す
る
に

±
め
て
い
る
が
、
後
の 

.

『

農
業
哲
学』

第

十

章

：

「

諸
支
出
と
土
業
と
の
関
係

」
に
於
て
は
経
済
表
の
略 

表
を
使
用
し
て
、：
先
ず
，

「

装
飾
の
奢
侈

」

ニ
.力
年
間
の
影
響
を
算
定
し

(
P
M

丨 

losonhie s
r
a
l
e
,

 pp. 

3
0
8
-
9
:

ch
. Il

r
p
p
.

 36

丨 9)

又「

装
飾
の
奢
侈

」

一
 

力
年
間
に
衰
微
せ
る
農
業
が

「

食
料
の
奢.侈J

一
一
 
力

に

、
如
何
に
急
速
に 

回
復
せ
ら
る
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

(ibid., pp. 31415 

“
^

J

«

?

5
?
1

)

。
但
し
、

こ
：の
場
合
、

「

計
算
の
方
法.に

は『

解
説』

，
の
場
合
と
は
若
干

の
差
異
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ 

る
。

t料の奢侈

主 階 級

所得

1146

第$ 図

地生 産 階 級

年 ，橡資

09
980910 !

㈡

「

食
料
の
奢
侈

」

次
年
度 

の

支

出

と

そ

の

結

果

に

就

て

' 

ゥ
ー
グ
博
士
は
.ミ
ラ
ボ
ー
探
の 

T

解
説』

の
許
算
方
法
に
従
い
同 

.

.程

度

の
-1
食
料
の
奢
侈

」

が
更
に 

次
年
度も
継
続
す
る;%
■
の

.と

す
.?
> 

経
済
表
を
掲
げ
て
、
再
生
産
せ
ら 

.:れ
る
地
、3£
.
の
所
得
額
が1
千
ニ
百 

五

；
十
'
一；
'リ

ー

ヴ

ル

，'
と

な

る

も

の

と
 

.す

る

：：

(ibi<L,: 
p

.
,
8oo〕

。

.六五
：：

C

七
--
;九)

.

■ ■ 、' ■ . . .  *

第 三 図 .

公式イ匕せる敬済表の略義 

.生産階級 地主階級 不生産階級
年投資  所 得  投 資

3 R 、ミこ--，— a R 一：> 3 r

• 、、へ、ず，
a R r ( 1 十 R •).パ，a R r ( 1 +  R、）.、、.a.R r- f 1 -ト r ) 

) - R r 1 — R r 1 — R r
aR (1 +r ) a R (1 +  r ) : ci r (1 +  R )

1 ニ -R r 1• R r 1 - H r

ミラボ一侯『解説』の 「凌飾の奢侈」の略表 

生 産 )皆 級 地 主 . 階，級 不 生 產 階 級  

年 投 資  所 得 ..卜 . : . ' . :投資

1050 1050 525

437— 10 ^ ^  43 7 - 10 一二> ら12—  10 

4 7 7 - 10 4 7 7 - 10、 ~~ 533— 10

915 915 1146

( 9 1 5 i # )  ( 9 1 5 i # )  (1146r H ^
5 , . ' *

第 ， 表

益収総 総 ¥ 出 支、 竿 原 投

資

と

収

益

純

m

益

年

支
出

m

子 利
投

m
利

子

：•-.. 

•益

支 :

出

牟
投
資
利 :
子

原
投
資
利
子

.牛 .

投

資

投

資

〇 V.i■•丨 七 五 〇
五
〇

均
銜
の

五 五 〇. m. o 〇 〇 五 〇 .場

〇 五 .'五. 五 五 〇 % o o 合

九 m
~

四 . 四 五 %
m

裝
飾
の

— 四 五 四 九 ニン
一.

— * -•し
ノヽ 奢

五 七 一 —し
ハ 七 五 〇 侈

一 ニ
四

ニ
_し

七 四

均
衡
と
の
差
領五 三.• へ ニ 四 四 八 五 o

久
保
由
博
士
は

『

ヶ
ネ
丨
研
究|

ー
六
三
頁
註

(

ー
ニ)

に

—1
総
再
生
産
の
差 

..は

.

(1050

4-1
6
5
5
)
1
(
9
1
5
+
1
4
4
2
)

 

= 

3
4
00
で
、
損
失
の
割
合
は
先
の
記
述
の 

様
に
約
十
五
分
ノ
ー
一

 
に
'な
る
。

」

尚
そ
の
！

S

乱
さ
れ
た
擻
合
の
経
済
表
の
下
欄
に

.
 

「

損
失
は
三
四
八
リ
ー
ヴ
ル
で
.ほ
ぼ
五
分

ノ

一一 
で
あ
る」

と
あ
る
の
は
誤
記
で
、 

同
書
本
文
の
様
に
十
五
分
.ノ一

一

と

い

ぅ

の

が

芷

し

い

と

注

意

さ

れ

る

。
一
尙
再
生
： 

產
総
額
も
純
収
益
も
共
に
均
衡
.の
場
合
ょ
り
も
、
い
ず
れ
も
約
十
三
パ
！
セ
ン 

ト
の
減
額
と
な
る。
.

\ ,

.
' 

.

四
' 

.一

:

第

三

「

食

料

の

奢

侈1-
の

支

出

並
び
に
そ
の
結
果
に
就
て

:ミ
ラ
ボ
ー
侯
の

『

経
済
表
4
其
解
説』

：に
あ
り
て
は
、

こ

の

「

装

飾

の

奢 

.侈」

の
対
赌
的
支
出
傾
向
で
あ
る

「

生
活
資
料
の
奢
侈

」
l
u
x
Q
d
e

 subsis

t
e
n
c
e

 

又
は 

f
a
g
ct
-
ecb
e s

u
b
s
i
s
t
e
n
c
e

を
経
済
表
に.て
示
さ
ず
し
て
、

そ 

の
結
果
と
し
て
、
生
産
階
級
の
再
生
直
額
を
計
算
し
て
、

一
一
千
九
百
五
十
二
リ 

I
ヴ
ル
と
な
り
二
百
四
十
七
'リ
ー
、ヴ
ル
、
約
十
分
ノ

1

増
加
す
る
も
の
と
す 

る

(
A
m
i

a>
o
3ff
i
o
m
m
e
s
r 

t. 

VII, 
p

00
7 :

本
稿
第1

一
表
参
狠

)

。

れ
を
約
十
五
分
ノ
ー

 
.ー
減
ず
る4
の
と
：す

爲

：
，
但

し

..
-
>表
の
下
め.註
で(

は
五
：分

，
ノ 

T

一
 
と
す
る

が(I
/
A
m
i

 d
e
s

 H
o
m
i
n
e
s
,

 t. 

VII, .p. 

87)、

こ
れ
に
就
て



ハ
と(
の
：場
合
、
本̂

®
函

の

：
公

式

に

^

一

 

々

年

間

の

®

級

の

支

出

総

額

を 

算
出
し
：、
そ
れ
を
略
表
の
形
式
に
亡
表
示
す
れ
ば
第
五
図
と
な
る

。
:

又
、
ち
の
時
、
生
産
階
級
の
投
資
と
収
益
と
を
算
定
し
て
、
支
出
均
衡
の
基
本 

的
秩
序
の
場
合
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
再
生
産
総
額
は
三
午
ニ
百
ー
ニ
十
三
リ
丨 

ヴ
ル
と
.

な
り

て
、

五
百
十
八U
丨
ヴ
ル
増
加.し
、
そ
の
純
収
益̂
.一
千
ニ
百
五
十 

一

リ

ー

ヴ

ル
'と
な
り
て
三
百
一
リ

ー

ヴ
ル
増
大
し
、.再
生
産
総
額
も
、
純
収
益 

も
、
何
れ
も|1
1
年
度
ょ
り
更
に
約
九
パ
'丨
4
ン
ト
増
加
し
、
均
衡
の
場
合
ょ
り
も

約
五
分
の
一.増
加
す
る
'こ
と
と
な 

，
る(

本
稿
第
二
、
第
三
表
参
照

)

。

0 

.■

「

食

料

め

奢

侈

」

，
第

三

年 

度
の
.支
出
と
そ
の
結
果
に
就
て 

ゥ
I
グ
博
士
は
更
に
同
一
.程
度 

の「

食

料

の

奢

侈

」

.
の

支

出

が

次

の 

三

年

度

に.於

て

も

行

わ

れ

る

も

.
の 

と

し

て

、
地

主

階

級

の

所

得

一

千 

二
百
五
十
一.リ
ー
ヴ
ル
；
.を
基
本
と
，
 

す
る
経
済
表
を
掲
げ
て
、
再
生
産 

せ
ら
る
る
地
主
階
級
の
次
年
度
の

.

.
所
得
は
一
千
三1百
六
十
五.リ
丨
> 

と
な
る
^
の

と

す

る(ibid., 

p
.

00
8)

。

こ
の
塲
合
も
、
#1
趴
の
如
く
本|
|第

ニ

図

の

公

式

か

ら

| 

*年

間

の®

級

の
.

支
出
総
額
を
算
出
レ
、
そ
れ
を
略
表
の
.形
式
に
て
表
示
す
れ
ば
第
六
図
と
な
る

" 

又
そ
の
時
の
、
生
産
階
級
の
投
資
と
収
益
と
を
均
街
の
基
本
的
支
出
秩
序
の

1
 

場
合
と
比
較
す
れ
ば
本
稿
第
二
表
の
如
く
算
定
さ
れ
、
そ
の
再
生
産
総
額
は
三 

千
五
.百
十
六
リ
-
!
ヴル
と
な
り
て
、
八
百
十
一
リ
ー
、ヴ
ル
増
加
し
、
そ
のMl
®

益 

..は
一
千1

一
一
百
六
十
五
リ
ー
ヴ
ル
と
な
り

V
、

三
百
十
五
リ
丨
ヴ
.ル
増
大
す
る
。
再 

生
産
総
額
も
純
取
益
額
も
、

.何
れ
も
前
年
度
ょ
り
更
に
約
九
パ

I
セ
ン
ト
増
加 

• 

.し
、
支
出
均
衡
の
場
合
ょ
り
も
約
十

分
ノ
三
増
加
す
る
の
で
あ
る

(

本
 ̂

第
|ー>
第
三
表
参
照

)

。

第七図食料の奢侈

H

「

食
料
の
奢
侈

」

第
四
年
度 

の
支
出
と
そ
の
結
果
に
就
て 

次

い

，で

ゥ

ー

ダ

博

士

は

斯

く

て

増 

加
せ
る
地
主
階
級
の
所
得
一
千
三
百 

六
十
五
リ
ー
ヴ
ル
：を
基
本
と
し
て
、 

同

様

の「

食
料
の
奢
侈

」

の
支
出 

.を
三
段
目
ま
で
表
示
す
る
経
済
表 

(

原
表)

を
掲
げ
て
い
る

(ibid., 

p.

s
o 
-

ソ
本
稿
に.て
は
、
前
例
に
従
い
て
、
'第

二

：
因

の

公

式

に

ょ

り

て

、
，
こ

の

「

食

料 

.の
奢
侈」

.四
年
度
の®

級
の
交
出
総
額
を
算
出
し
、
そ
れ
を
略
表
の
形
式
に 

:

て
表
示
す
る
第
七
図
を
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る

。
.

第 二 表

m 隠
総 年 出 支 年

原
飩

収

益

.年
i
出
回
収

子 利
投

資

利

子

年

投

資

投

驭

益

支

出

利年 

子資

利原 

投 

子資

投

資

資
と
収
益

〇 七
:

五 -JL*

〇
五
〇

場均 

衡五 五 o 五 〇 o o 五 o
o 五 五 五 五 〇 五 o 〇 合の

■

■ •  • 八 .元 ノ、 へ ■ 五 ハ

. 一 - 五
四

侈食 
一料

四 〇 五 O 四 _ し

四 — し
ハ 年の

. 1  *
. --- * . ■

-し 四 六 o 〇 奢
— , 一 ― ■V ■ ■~ * 31 同

’ ^ ... 九 . - - ■ 九 ^ * 五 七 ___ _ 九
五 七 , _ 七 九

. * 五 • ▲

一
.~ - .；. .— ブ 五 六 ■ .1 一 〇 年

....―•

五
一

- し 
ハ 七 — 五

同

―し 五 一 五
___秦

五 八
_JL*

〇 —

五 '-一 ―JL* 
ハ o 五 〇 年

— *
" 一•. ニ — * 七 同

四 、ニ 八 ■ • 七 八 四 — .

九 四 三 四 四 ■~ - 五 九 o 四
o 九 11 九 九 〇 '九 o 〇 年

こ
の
場
合
の
、
生
.
®
級
の
投
資
と
取
益
と
を
均
衡
の
基
本
的
支
出
秩
序
の 

時

と

比

較

す

れ

ば

本

稿

第

一

一

表

の

如

く

、

そ

の

再

坐

産

総

額

は

三

千

八

百

，三

十 

九
リ
ー
ヴ
ル
ど
算
定
さ
れ
て
、
.
一
千
百
三
十
四
リ
ー
ヴ
ル
増
加
し
、

.そ
の
、純

取.
 

益
は
一
千
四
百
九
十
リ
ー
ヴ
ル
と
な
り
て
四
百
四
十
リ
ー
ヴ
ル
増
大
す
る
？
斯 

く
し
て
、
再
生
産
総
額
も
、

/
純
取
益
も
、
い
ず
れ
も
、
前
年
度
ょ
り
更
に
約
九 

パ
ー

セ

シト

増
加
し
、
均
衡
の
場
合
ょ
り
も
、
約
五
分
ノ
ニ
増
大
ず
る
こ
と
と 

な

る(

本
稿
第
二
、
第
一1.
1
表

参

照
0

.:

■

ン

'

. 

. 

I 

. 

. 

.

•

 

.

 

•.

へ

.

.
'

 

.

S

 

.均
衡
の
基
本
的
秩
序
の
場
合
と

「

食
料
の
奢
侈

」

，
四
力
年
間
の
生
産
階 

級
.の

投

資

と

収

益

に

就

て,

不
均
衡
の
経
済
表
に
就
て

.
的

「

食
料
の
奢
侈

」

.四
ヵ
牵
間
に
増
額
す
る
生
産
階
紙
の
再
生
産
額
と
純 

収

益

額

に

就

て

,

'

.

ノ

0 

H

W

四
年
間
の
合
計

• 
' - 

i

•
第

:.四
年

:度

铖

Ul
翁

n

ll

m

I
舟 

M  :

食
：料

:の
奢

修
.

CO
S
to
1
x
1!to
001w

, Hi
CO

vrvto
Ocn

OljtO
II •H1
OO
S

00
H
1ov

II

s

518(2705X
; 

= 
541)

5 
'ニ

to
へ ； to •<1 oCJ1
X

IIto
sw

釋
生
產
総
額
の
増
加

m 
!

1052(1050X
1=1050)

440(1050X
|=4200

315(1050X
^=315)

! - • 
’ 

.. 
. 

■ 
201(1050X

^ 
= 

210)
丨し 

' 
,'5 

.

CO05
へ
001o
X

S I -
IIv-̂oCJi

純
.収

益
の

•
增

加
額

斯

く

て「

食
料
，の
奢
侈

」

.四
ぇ
年
間
に
増
加
せ
る
生
産
階
級
の
再
生
産
総
額 

は1

一
千
七
百
十
リ
ー
ヴ
ル

.、

純

収

益

額

は

一

：
千

五

±
1

リ
ー
ヴ
ル
と
な
る
が
、 

こ
.れ
は
、

ヶ
、不.丨
が
経
済
表
第
ニ-.
三
版
に
、
又
ミ
：ラ
ボ
丨
侯
が

『

経
済
表
と 

其
解
説』

.に
、'
そ
の
表
の
基
準
と
す
る
馬
の
.犁
半
挺
の
再
生
産
額
や
そ
の
純
取 

益
額
と
等
し
く
、
.従
つ
て
、.こ
の
^
㈣
の
㈱
ゑ

い

ず

れ

も

ー

一

倍

即

ち

そ

の

.
一
挺

分

と

な.る

の

で

あ

る
。
.
.
'

.

.

.

.

 

:

'

 :

'

 

.

.

 
..

.

.
,'
■:
:

-

',
■ 

. 

• 

.

.

. 

• 

, 

'

/傲
.

r

食
料
の
奢
侈

」

四
力
年
間
に
於
け
る
地
主
•
生
産
両
階
級
の
不
生
産 

,
.
.
.
.

階
級
ぺ
.の

支

此

額

に

就

.て

六

七
s
'ニ
ー)



:
地

主

：
，
座

産

両

階

級

：
の

?5
生
産
階
級.へ
：め
：茭
出
額
は
本
稿
第
.四

表
;'
©
如
く
：

；
r

食i
：

の
凄
侈
：
Jfe
s

s
で
あ
り
な
が
ら、
.
.
そ
の
：第一.

一

1

年
度
よ
り
支
出
均
衡
の 

時
よ
い
も
多
額
と
が
る
タ
但
し
、
：
グ
丨

\
博
士
：は.
1
:
食
料
の
奢
侈1-
'
第
三
年
度
：：

「 

の
絃
^

:
に
於
て
、
'
地
至
階
級
よ
り
不
生
産
階
級

 

<
:の

支

出

：の

第
—:
:
i

s 

を

表

示

し

て

、

」

：
支

出

均

衡

の

場

合

め

五

直

:?
革

リー

ヴ

ル

よ

り

も

尙

、

|ー
ー
.
リ 

!•
;
:ヴ
か
十
五
：ソ
.ル
少
額
と
な
る
と
；と
を
注
意
じ
て
い
冬
が

' obid.,:;p.

''oo

oo)、：：

.
 

と
の
»
:
1
1
年
度
に
於
て
も
、
生
産
階
敬
.の
不
生
産
階
級
べ
の
重
出
額
を
淑
括
す 

れ
ば
、

こ
の
両
階
級
，の
不
生
産
階
級
へ
.の
支
出
総
額
は
一
千
九
ナ
リ
ー
ヴ
ル
と 

な
り
、
支
出
均
衡
の
時
の
ー
千
左
十
リ
ー
ヴ
ル
よ
ヶ
既
に
四
十
リ

1
ヴ
ル
増
加 

す
る
こ
と
ど
な
る'。

'

■-
.
.
 

.::

■
.•

"
.

+
第

四
年

度
1

.第
三

年
度

'

"
第
二
年
度
.丨

食
料

の
奢

侈
第

一
年

度
!

支
出

均
銜

の
場

合
:

不
生
産
階
級
へ
の
支
出

H 1

C O

O i
ド
§o

丨
支

出
額

1 
.

-
.

+ ト 1
g i

i ■
の

場
合

と

13%
増

CO

欲
m

5 
%

減

1

舔

藤 :

従

づ

て「

食
料
の
奢
侈

」

.■第
四
年
度
に
至
っ
て
は
、
ゥ
I
ダ
博
士
が
指
摘
す.
 

る

如

ぐ

、
、
不

坐

産

階

級

.

 

<

 
の
各
支
出
額
は
い
ず
れ
も
、
支
出
均
衡
の
場
合
ょ
り 

も
多
額
と
な
り
、
本
稿
に
て
試
み
た
る
如
く
、
そ
の
総
額
を
算
出
す
れ
ば
一

.千

百
八
士
.九
'̂
|
ダ
ル
と
ー̂-
'0
-
て
、
：
支
出
均
衡
の
塲
合
よ
り
も
百

1
1ー
十
九
リ
ー
ヴ 

.

ル
、
ハ

如

ち

約

- ^

ー.ー:-
—*

< >

卟

七̂

ド

増

加

す

：
る

.こ

.

.と

.
と
.な

る

。
；
。

-
.
:
:へ
.
、

^̂

.ゥ
丨
：
グ

博

士
'の
：
こ
：
の—|
盒
鞞
办
奢
侈

」

四
力
年
間0
処
論
ば：

ヶ
ネ
I
や
ミ
ラ 

:

ボ
，丨
镔
の
経
済
表0;
:紹
介
と
し
：て
は
若
干
そ
,€
>
範
囲
を
超
ぇ
て
は
い
る
が
、
：
彼 

等
が
主
張
せ
ん
と
来
る
と
こ
へ
ろ
を
簡
明
に
伝

^
て

居

り

，

ヶ

ネ

ー

：

の『

経

済

表

。 

の

分

析

』

':
'
.の
冒
頭
に
掲
げ̂
れ

た
-̂
*

1
繁
昌
す
れ
ば
、
他0
あ
ら
ゆ
る
技
術 

.も
派
栄
ゆ」

，(
s
u
v
r
e
s
,

 

P
.CO
0.
S
;
:
:
邦
^

岩
被
女
庫#
四
五
頁
ハ
坂
田
訳
本

」

.
ニ
"六
頁
：> 

:
t
い
ぅ
.ソ
ク

：
一
フ
テ
ス：
1
一暴
を
経
済
表
を
以
つ
そ
数
字
的
に
立
証
せ 

る
^'
の
で
あ
ゐ
。
；1

_
に
：と

：つ
て
不
利
に
な
る
よ‘ぅ

な

す

ベ

て

.
の

こ

とは
、

:
国
民
.や
国
家
に
と■つ

て

も

有

害

で

あ

り

、

農

業

を

促

進

す

る

に

寄

#-
す

る

す

べ 

て
の
：
こ

と
.は
国
家
•
国
民
に
と
つ
て
%
有
利
で
^:
る」

(

p
^
g
J
o
o
H
a
t
i
e
,
>

I, 

P
V 72,, G

E
U
V
r
e
s
,
?

 

3
100
:
邦

訳『

経
^
ま』

ゑ
波
文
庫
本
六
一
丄
ー
頁
、

.『

全
集』

'第
二
巻
二
：四
七
丨
八
：頁
、
坂
田
訳
本

一

四
八
5

と
な
す
重
農
主
義 

経M

派
の
仏
蘭
西
の
重
商
主
義
た
る
コ
ル
べ

-
ル
テ
ィ
シX
ム
砠
罾
に
^
す 

.
る
批
判
を
簡
明
に
経
済
表
を
使
用
し
て
表
現
し
た
も
の
と
し
て
価
値
あ
る
も
の 

で
あ
る
。
.
.'

.

五
.：
：

第

四

経

済

表

第

一

7

版

に

於

げ

る

ヶ

ネ

ー

の

「

装

飾

の

奢

侈

」

と 

「
食

料

の

奢

侈

」

,
の
解
釈
に
：就

て.

.ヶ
ネ
ー
は
既
に
経
済
表
第
二
版
の

『

経
済
表
の
説
明

』

の
中
に
過
度
の

「

装 

飾
の
奢
侈
が
地
主.に

あ

：つ

て

六

分

ノ

，

f.、

工
匠
に
お
い
て
六
分
ノ
ー
、
耕
作
者

に
お
い
て
六
分
ノ
一.増
加
す
る
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
、
六
百
リ

I
ヴ
ル
の
収
入 

の
再
生
産
は
、
五
百
リ
I
ヴ
ル
に
減
少
す
る
で
あ
ら
ぅ
か
ら
。

.そ

の

反

対

に

.
、
も 

し
支
出
の
増
加
が
、
自
国
の
農
産
物
の

.消
費
の
側
に
お
い

V
、

.

.
ま

た

は

粗

生

生 

産
物
の
輸
出
に
お
い
て
、

こ
の
程
度
に
達
し
た
と
す
れ
ば
、
六
百
リ
ー
ヴ
ル
の 

収
入
の
再
生
産
は
七
百
リ
ー
ヴ
ル
に
、
か
く
て
累
進
的
に
、
上
昇
す

?)
.
で
あ
ら 

ぅ
0」

と
し
、「

斯
く
不
生
産
的
支
出
ま
た
は
生
産
的
支
出
の
孰
ル
扣

i

か
於
伽 

方
.に
ま
さ
る
程
度
の
大
小
.に
よ
り
、
収
入
の
年
再
生
産
に
坐
じ
る
変
化
は
容
易 

.に
こ
れ
を
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
予
は
敢
て
安
ふ
、
人

々

は

(

経
済) 

表
の
秩
序
に
生
じ
る
変
化
そ
の
'も

の

に

よ

っ

て

容

易

に

之

を

判

断

す

'.る

と

と

が 

出
来
る
と。」

(
T
a
b
l
e
a
u

 s
c
o
n
o
m
i
q
u
e
,

 

p.: ii 
<
0
0
,
岩
波
文
庫
本
一 

九
頁
、
坂
田
訳
本
ニ
六
頁

)

と
論
述
し
て
い
る
が
そ
の
経
済
表
も
計
算
方
法
も 

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
な
か
マ
'た
0'
従
っ
て
こ
の
問
題
に
就
て
の
解
釈
ば
諸
学 

者
の
間
に
従
来
必
ず
し
も
、

一
致
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

,
，

B

.
バ
ゥ
エ
ル
の
解
釈

i

就

て

：

:

こ
の
経
済
表
第
二
版
本
の
発
見
者
で
あ
る
；
ハ
ゥ
，；エ

^
S
t
e
p
h
a
n

 

(
E
t
i
e
n

丨
.
 

n
e
)
： B

a
u
e
r

は
こ
の
一
節
に
関
し
ズ
-1
絹
織
物
又
は
磁
器
に
.謂

す

る
■«
!
好
が 

凡
べ
て
の
階
級
の
間
に
増
珈
し
.て
、
そ
れ
等
の
消
費
が
き
0»
靜
务
か
か
か
ハ--
'
 

斷
額
す
る
も
の
と
想
像
：せ
よ
。
，
斯
く
の
如
身
場
合

1
凡
べ
：̂
の

循

環

：
に

於

て

六 

分

ノ

：1の
多
額
の
：支
出
が
第
三
階
級

(

不
生
産
赠
級

)

の

侧

に

流

ん

じ

て

、
'
.
農
失
ソ 

.か
权
納
付
せ
ら
れ
る
次
年
隹
の
地
主
め
所
得
は
穴
百
リ
！
ヴ
ル
か

'ら
2:
有
.々

丨 

ヴ

ル

：に

減

少

す

る

。

こ

.れ
を
.
.

「

装
飾
.の
'奢
侈
み
 

次
に
農
産
物
の
需
要.

不
均
衡
の
経
済
表
に
就
て
.
'.
.
.
.

増
加
に
よ•り
て
第
一
階
級

X

生
産
階
級)

が
前
年
よ
りi

ハ
分
ノ
一
 

多
額
に
投 

資
し
得
る
と
想
像
せ
よ
。
_然
ら
ぱ
次
年
度
の
地
主
階
級
の
所
得
額
は
六
分
ノ

| 

，
多

額

と

な

る

で

あ

ら

5

。

」
(
E
c
o
n
o
m
i
c

 

Journal, 

V
O
L

 
V
,

 p. 

l
l
:

傍 

点
及
^
括

弧

：
内

揷

入
.は
筆
者
：}と
解
説
し
て
い
；る
。
:
' 

、
.
'

V

ぺ
.

'

 

— 

.

.

 

.

-
、 

r 

.

4... 

• 
.•[.<>:
 
r
 

« 

.

㈡
：
三
辺
金
蔵
博
士
の
解
f

就
て
こ 

,

■吾
が
国
に
於
て
も
、
三
辺
博
士
は
論
稿
へ

『
T
a
b
l
e
a
u
.
E
c
o
g
m
i
q
u
o

B
 

済
表)

の
解
説』

に
於
て
、

ヶ
ネ
ー
は

.F

各
階
級
の
：費
す
と
こ
ろ
が
生
産
階
級

.
 

.の
為
め
に
偏
す
る.や
> 
不
生
産
階
級
の.為
め
.に
偏
す
る
や
否
や
に
因
り
て
一
国 

の
.繁
栄
と
衰
亡
と
を
容
易
.に
判
ず
る
を
得
可
し̂
な
し
、
其
論
証
を
此
表
に
関 

聯
.せ
し
め
て
、
例
へ
ば
前
者
，に
顧
オ
る
こ
と
先
.き
の
場
合
よ
り
も
六
分
ノ

 j

な 

ら
ば
中
央
縱‘列
の
歉
和
は
七
百
と
处
り
、
後
者
に
偏
す
る
こ
と
同
じ
割
合
な
ら 

ば
满
総
和
は
五
百
と
な
る
と
説
け
る
其
計
尊
も

^
. '容
易
に
之
を
知
る
を
得
可 

し
、
蓋
し
此
場
合
に
於
て
は
経
済
表
一
の
数
宇
は
左
.の
如
き
変
化
を
見
る
に
至
れ 

ば

な

り
'

(

但
し
生
産•木
坐
産
両
階
級
の
者
の
費
す
所
は
前

i
l
l

c '
都
合
なり
 

.

.

.

と

'
仮
定
^
と
.知^ '

可
し
..

)」

Q
一
 
|
_
学
.：.会

雜

；認'第
土
. 

T
1

巻
'第4-.

--
号
.一
..三
.四 

'
頁

、
：
：
論

集

『

紘

済

学

説

：
研

究

』

-,
§.
:

1
;
2:
頁)

广
と
バ：»,
.
チ
ルAJ

同

じ

様

^
解

釈

し 

て
.「

响
^
:の§

1

侈

：

の

場..
^

の

数

字

，
の
：
配

列

を

滿

載

^

!

る̂
0

俱

し

こ

：

の
本 

稿
第
五
#
の
括
弧
内
の
数
字
と
各
列
の
.合

計

額

ゼ

は

：筆

者

の

.
揷

入

せ

る

も

の

で 

あ

る
0
尙
.芬
の
解
釈
だ
上
り
て_^
'
-
装
飾
め
奢
侈1-
-
,と
：「

食
料
の
奢
侈

」

と
め
夫 

.
々
の
支
出f

を『

讓

哲

学』

^:
略

表

め

形

式

に

V

表
式
す
れ
ば
本
稿
第
八 

一
図
と■な
.る

.0
:..̂...V

'

:

 i
'

v

六
九
：C

七
：SD

:'



第 八 図

V: : . パ. . - " く

装飾の-侈
'.へ  . . .  ，. :

生 産 階 級 地 主 階 級 不 生 産 階 級

年 投 鳄 m n 投 資  
6 0 0 6 0 0 3 0 0 * 'ニ:.’.

I300X (1--g-)} 2 5 0 2 5 0 3 5 0 {300X (1 +4)}

{300X (卜 如 | 2 5 0 -ビニー 2 5 0、〜 、 3 5 0 {300X (l +i)}

5 0 0  5 0 0 7 0 0

....二- - .  —  -. . ■ . . . . .  . _ " 一’■. • . ■ . ■ 1 . • ■

食料の奢侈 ノ
• . . : . ■ • ........ . . . . . .  . . . . .

生産：階 級 地 主 階 級 不 生 産 階 級  

年投資 所 得 ’ 投 資
6 0 0 6 0 0 3 0 0

{300X (1 + 士)丨 3 5 0 5 0 2 5 0 |300X (卜音 )!

{300,X (1+去)1 3 5 0 3 5 0 ^  2 5 0 {300X (1— ^)}

7 0 0 7 0 0 5 0 0

.
 

.
 

.
 

.

.

.

.

.
 

•
 

.
 

.
 

'.

. 

.

. 

'
こ
の
一.：.一'

f
の
場
合
に
於
：て
は
、

V

坐

讓

級

の

も

の

ほ

地

主

：
と

同

額

を

：不

坐

澤

階

級

へ

：
''
:
'不

生

産

階

級

：
の
•%
€>
:
は

文

地

主

と

同

額

を

生

産

階

級

べ

支

出

す

る

こ

へ

と

と

な

る

が

、
：：
地

主

の

生

産

.
不
生
産
両
階
級
：
.ぺ

め

ま

ぬ

の
||
は

い

ザ

れ

の
_

合

も

六

分

，

一

と

な

芩

が

、

.生
産
：•
不
生
産
両
階
級
め
相
互
的
支
出
の
差
ば
五
：

七
〇
v (

七
--
一：.四)

}
}
) }
) }

， 第 五 表 「食料の衮侈」の支出

経済表の左（生産階級側） 経済表の（右不生產階級側: 
及び中央 (地主階級側)

( " )
( 〃 ）}

1 0 X ( "
1 8 - 1 5 ：X

X
X
X

13—!
10

250{300X (1— g-

125{150X；( l - i

6 2 - 1 0 ( 7 5  > 

3 1 - 5 { 3 7 ~  

1 5 - 1 2 —6{  

7 - 1 6 - 3 { 9  

3 - 1 8 - 1 { 4  

1 - 1 9 - 0 { 2

X ( 〃 ）}
x ( / / ) }

19- 帥 一  3 

9 广 9 { 0 —11、

) }

) }

11X

X

10{0
5{丨

2{丨

合 曹 卜 501

10
15

17-

18-

9

14

讀 35 

p m

)}8 7
.) }4 3

)}21 
'  )}10 
^ )}5 ~  
" ) 2  
f ) }

(1+.

X (1

—6X
X

10：

X
X ( 〃）} 0 - 1 3 , 8  

X ( w ) } 0 - 6 —10 
X ( —：5 

く.(. 〃.,）}.Q—1—8.

11一 ;

J ：

{300

{150

{75 
{3 7 -1 0 X  
{18-^15X  
{ 9 - 7 -  
{ 4 - 1 3  
{ 2- 6-  

{ 1 -  
{ 0 -  
{ 0 -  

{o -  
{0 -

合 計 70(

分
ノI

一.又
は
七
分sTl:

と

な

：力
て
：
、
：

^
、
不
丨
の.地
主
と
.共

に「

工
匠
に
お
い
て 

六
分
ノ I

、

:耕
作
者
^
お
い
て
六
分
ノ
ー

」

增
加
し
、
或
は
減
少
す
る
と
す
る 

前
提
に
一
致
せ
ざ
る
こ
と
ど
な
る
。

.
-.
-れ

は

：ヶ

ネ
1
.が
:-「

不

生

産

时

支

出

ま

た

は

生

産

的

支

出

の

齋

れ

か

一

方

が 

他
方
に
.ま
.さ
■る
程
^ '」

.
六
分
ノ
.. 

■
一.，
，
と.'.
す
る
.を
'̂
.ウ
1ェ
.ル
は
.
.
3則
年
よ
り
も
六
分 

ハ
.

1
」：

又

三

辺

博

士

は
.、

「

先

き

の

場

合

ょ

り

も

^

分

ィ

ご

多

額

或

は

少

額

と
 

な
る
も
の
と
解
釈
：せ
る
結
果
で
あ
る

：。'-
:

■

礴 蜥 0 筚汾 參 敞 > 3 皆鄉

不
生
産
階
級

! 
.... 

' 
■ 

1

J 
.

!
生

産
階

級
.

!.|
地

主
階

級
丨

' 
|

不
生
産
階
級

生
産

階
趿

丨

. 
i

地
幸

階
級

階
級

1:
支
出
額

1■

cn
O § cnoo

ベ
o

cnOo
s -

COcnO
, ^  cn o

COcno o
MOlO i

.生
産
階
 

級
へ

，
]

C7IO
tocno

tocno
tocno

COOl CO

不
生
産
 

階
級
へ

to tooo s too to
o

■い！- 
ド 
o

其
の
差

OlJtO 叫 to cnjto CT>|m

支
出
額
に
対
 

す
る
比
率

㈢

山
ロ
正
太
郎
博
士
の
解
釈
に
就
て 

.

山
ロ
博
士
は
論
稿

『

経
済
表
の
研
绝

』

'C

大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究
年
報
第 

四
号
掲
載)

に
於
.て「

最
初
の
地
主
の
支
出
が
.不
生
_

級

に
1
|
6だ
け
多 

け
れ
ば
、
そ
の
事
を
以
て
結
局
、

一
年
の
結
末
に
流
通
：の
全
過
程
を
通
じ
て
生 

避
階
級
に
五
百
リ
ー
ヴ
ル
、一
木
生
産
階
級
に
七
百
リ
ー
ヴ
ル
の
双
得
を
与
ふ
る 

こ
と
.と
な
る
こと

を
言

マ
て
ゐ
る
の.
.で

生

産

.
不

生

畠

肖

^

砠

の

支

出

が

^

れ 

に
多
く
傾
く
や
彼

(

ヶ
ネ
I)

は
考
慮
.せ
な
か
.つ
た
：も
の
七
言
ふ
べ
き
で
あ
ら 

ぅ」
(

同

年

報I

一
 

三
頁)

と
し
て
、.ー

ー

适

博

士

が

前

記

但

し

書

に

「

^
産

， 

不
生
産
両
階
級
の
者
の
費
す
所
は
齋
と
同
ひ
割
か

」

と
あ
る
を
相
互f
eニ
分
ノ

不

均

衡

の

経

済

表

に

就

て.

.

一
ず
つ
を
支
出
す
る
均
衡
の
基
本
的
支
出
秩
序
の
，場
合
と
同
じ
と
解
し
、
又
次 

に
論
ず
る
柴
田#
]#
士
の
萁
ふ
如
く

「

生

産

，
不
生
産
両
階
級
が
其
支
出
の 

都

度
1
1
6づ

、
多
く
工
作
品
に
費
す
.と
考
ふ
れ
ば
生
産
階
級
の
所
得
は
五
百 

リ
ー
ヶ
ル■よ
り
遙
か
少
く
地
主
階
級
の
純
取
入
も
之
に
伴
ふ
て

^
く
、
不
生
産 

階
級
の
所
得
は
七.百
，リ.リ

ヴ

，
ル

よ
0;
遙
か
多
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
ぃ

」
(

同
年 

報
第
四
号
ー1
1
.
1
丄

~
頁)

''
.
.
'
も
の
と
考
え
ち
れ
：た
の
で
あ
る
。

三
辺
博
士
の
生
産

•

不
坐
産
両
階
級
の
者
の
.支

出

が「

前
と
同
じ
割

4
1」

と 

は
地
主
階
級
の
者
の
費
す
如
く
生
産
階
級
へ
の
ま

^
に
_
す
る
こ
と
；

「

先
き
の 

場
合一

"支
出
均
衡
の.場
合
！

1
り
も
六
分
ノ
一
一

」

パ
な
^
ば
と
い
t
こ
と
で 

あ
る
.こ
■と
.は
、
.そ
こ
.に
掲
げ
ら
れ
た
数
字■の
配
列
に
よ
り.て
明
'^
か
■
で
あ
る 

(

本
稿
第
五
表
及
び
第
七
：表
比
較
参
照

)

。
:

/.
:

:.

:文

山
0
博
士
の
解
せ
ら
る
る
如
ぐ
地
主
階
級
が
、

S

飾
の
奢
侈」

の
た
め
、 

そ
の
所
得
六
百
リ
ー
ヴ
.ル
を
、
不
生
産
階
級
に
三
.百
五
十
，リ
ー
ヴ
ル
、
生
産
階 

級
へ
ニ
百
五.十
リ
ー
グ
ル
支
出
す
る
も
、
生
産
；
不
生
産
両
階
級
の
者
は
、
そ 

.の
受
げ
取
り
額
の
一
一
分
ノ
ー

 

ず
つ
'を

相

互.に
支
出
す
る
と
ず
る
時
、
経
済
表
の 

数
宇
の
.配
列
ば
次
の
第
七
表
の
如
く
な
り
て
洛
縦
列
の
合
計
額
を
算
出
す
る
に 

「

装
飾
の
奢
侈

」

.

.
に
よ
.り
.て
盒
料
と.し
て
売
却
せ
ら
れ
る
農
産
物
，の
代
金
総
額
、 

即
ち
当
該
年
度
の
坐
産
階
級
の
年
投
資
額
、
従
っ

v

再
生
産
せ
ら
る
る
純
取
獲
、 

即
ち
次
年
度
の
地
主
の
所
得
額
は

：

-

•-
■

占 
K

,

'

:

■

.
'
パ

 4： 

; 

.

:
ノ
：
 

..--

七1
(

七
ニ
五)



* 者
の は
音 . 、

う そ . 
地 の  

主 受  
の け  
所 取  
得 る  
は 代  
五 金  
百 を  
リ 相  
I 互 
ヴ に
ノレ二

よ 分

祟 1

衡 .' 
の 地  
場 主  
合 階  
よ 級
り の

も 者
六 の

分 み  
ノ が

< 飾
支 の

り ノ 出 奢
も

_  .1, A • し 侈
」 ■■* .

ず
1 —

十 つ 生 に

V
■支 .産 上

出 • 1)
I す 不 て
ヴ る 生 不
ノレ ..時 産 生
士 は 両

階
産
階

ソ ケ 級 級
ル ネ の へ

W

II、

叫 *-1

II
0 >
C O

文
売
却
せ
ら
れ
る
製
作
品
の
総
額
は

第 七 表 「裝飾の奢侈」0 支出
> . ■ , . . .  ' .

経済表の右(不生産階梭侧)経済表の左(生產階級惻）
及び中央(地主階級側）

(600 X ^ ) 2 5 0

(350 X i ) 1 7 5
2 •

(125 X  / / )  6 2 - 1 0  

( 8 7 —10 X 〃）4 3 — 15 

( 3 1 —5 X 'O lS.- - 12 —6 

( 2 1 - 1 7 - - 6 X  〃）1 0 —18ニ9 7 - 1 6 - 3 ( 1 5 - 1 2 - 6 X // )  

( 7 - 1 6 - 3 X  〃 ) 3 - 1 8 - 1  5 - 9 - 4 ( 1 0 - 1 8 - 9 X 〃）

( 5 —9 —4 X  〃 ) 2 —14—8 

( 1 —19 —OX 〃 ) 0 —*19一6 

( 1 - 7 - 4 X / /  ) 0 - 1 3 - 8  .

( 0 —9 —9 X  〃）0 —4 —10 

( 0 —6 ~ 1 0 X  〃 ) 0 _—3 —*5 

( 0 —2 —5 X  " ) 0 - 1 - 2

350(6()0X p ) ：

125C250X - i )■ 2 .

8 7 - 1 0 ( 1 7 ^  X /O  

31—5 (6 2 —1 0 X  〃） 

2 1 - 1 7 - 6 C 4 3 - 1 5 X  // )

1— 19— 0(3— 1 8 - l X 〃） 

l-7-4( 2 - J L 4 - 8 X // ) 

0— 9— 9(0— 19— 6 X  » ) 

0— 6— 10(0— 13— 8X 〃 ) 

0—2 -̂ 5(0—4— 1 0X ")... 
0-l~8(0--3-5X //)

合訐  5 6 6 - 1 3 - 4  合計  6 3 3 - 6 - 8

:

-■
.、

,

:

'

.

'

,七
-
.
<七
ー
1六
：

)

四
ド
ニ 

！！
も
多
く
な
り
、
又

「

食
料
の
奢
侈

」

.の
•
場

合

は

七

百

リ

ー

ヴ

ル

よ

り 

も
六
十
方
リ

ー

ヴ
ル
十
三
ソ
ル
四
ド
ニ
エ
も
>
な
い
こ
と
と
な
り
て
、
い
ず
れ 

'%
、

ケ
ネ
I
の
結
論
と
は

p

致
せ
ざ
る
こ
と
と
な
，る
？
：：

:

(

柴
田
博
±.
.は
論
稿
：-1
経
済
表
^;
つ
ぃ
て
1—
:§-
资
論
：叢
5 ;
?
.一
巻
第
一
一
号 

掲

載)

^
於

で

、'.
ヶ

ネ

ー

於

論

逮

す

る

如

く

地

主

ば

.か
り
.で
だ
く
、
工
匠
も
、 

耕
作
者
も、
' 生

産
•
不
生
産
両
階
級
へ
の
支
出
の
差
を
六
分
ノ
ー
と
し
て
、
そ 

の
-計
算
を
行
ぃ
，

「

装
飾
ひ
奢
侈1-
-
'の
場
合T

農
産
物
に
対
す
る
泚
主
及
び
不
生 

産
階
級
：の
需
要
総
額

——

従
っ
て
経
罾
豸
の
畠
考
方
法
に
よ
れ
ば
所
得
総
額
は 

_

で

あ

义

エ

作

品

に

対

す

る

地

、
玉

及

び

生

産

階

級

の

需

要

総

額

は

_

 

で
あ
る
と
為
す
ベ
ぎ.で
あ
-っ
た
ど
思
は
れ
る

」
(

同
誌
一
一
一
三
頁

)

と
せ
ら
れ 

る
。
斯
ぐ
地
主
の
み
な
ら
ず
、
.エ
眩
V

、
耕

作

者

も

、
そ

'の
支
出
毎
に
、-1
装
飾 

の
奢
侈
.

」

.

.の

時

、
へ

生

産

隊

級

に

対

し

て

よ

り

も

、
：
不

生

産

階

級

へ

，
六
分
ノ
一

 

ず 

.
つ

多

く

史

出

す
'る
と
計
算
し
て%'
、
山
ロ
博
士
が
懸
念
せ
ら
れ
し
如
く
に
、
地 

主
の
所
得.か
再
生
産
は.

「

五
百
リ
'丨
ヴ
.ル
.よ
.り
遙
.か
少
な
く

」

^
る
こ
と
な
く
、 

寧
ろ
五
百.リ
I
.ヴ
ル
.よ
り
ft
か
な
が
ら
約
二
十
三
リ
ー
ヴ
ル
#.
額

と

な̂,
も

の 

で
ー
あ
り
、
.
又

こ

の

反

対

の

 

'
.

「

食
料
の
奢
侈

」

に
在
り
て
も

「

七
百
リ
ー
ヴ
ル
よ 

り
遙
か
多
く

」

な
.る
こ
と
な
ぐ
、'.却
っ
て
約
四
十
五
リ
ー
+ヴ
ル
、
そ
れ
よ
り
少 

額
と
な
る
の
で
あ
る.

(

大
阪
商
與
大
学
経
済
研
究
年
報
第
四
号
ー
一
一
一

1
三
頁 

参
照)

。
然
し
な
が
ら
倚
柴
由
博
士
は
：

.「

此
の
計
尊
に
よ
る
時
は
ヶ
ネ

—

の
豸 

と

や

や

変

っ

た

数

に

な

る

」：：(

同
難
ー.ニ
六
頁
註31)

も
の
.と
し
て
、
更
に
不
生

産
階
級
の
投
資
が
製
作
品
の
原
料
と
な
る
農

.J
^

物

購

入

の

た

め

，
に
.支

出

さ

る

る

 

過
程
が
経
済
表

(

原
，表X

に
は
'欠
け
て
い
る
こ
と̂
注
意
し
、:こ
の
^
罾
を
# 

足
せ
る
安
出
均
衡
の
基
本
的
秩
序
の
第
六
表
と

-I
装
飾
の
奢
侈

J

の
，
第

七

表

，

. 

(

同
誌
‘ 
ニ
五
；
頁

)

と
を
.掲
載
す
る
が
、..こ
の
場
合
、
農
産
物
の
：
売
却
総
額
は 

九
百
リ
ー
ヴ
ル
と
な
り
、
.そ

：の
三
分
ノ
ー
一

 
の
：年
投
資
に
，よ
り
て
再
生
産
せ
ら
る 

る
純
収
獲
、
即
ち
地
主
の
所
得
親
は
い
ず
れ
も
六
百

»;
;—

ヴ
.ル
：
と

な

り

r

従
つ 

てr

地

主

：
の

支

出

が

生

産

つ

不

生

産

何

れ

の

階

級

の

生

産

物

に

よ

り

多

く

傾

‘
か

.
 

ぅ
と
も
、

.

単
な
.る
其
の
事
に.よ
つ
て
ぼ
国
富
は
影
響
さ
れ
な
い
：ど
言
ふ
事
が
推 

論
さ
れ
た
で
あ
ら
ぅ

」

：.

(

同
誌
.
.一：

1
:
5

頁)

と
ヶ
ネ-

の

処

論

を

全
-®
的

に

否

定 

さ
れ
た
の
で
あ
る0

■:
.

:

'
ペ
：
：
:;
.

,: 

.

然
し
な
が
ら
、
柴
田
博
士
は
後
の
：著

書

『

理

論

経

攀』

下

卷

の
-1
補
遺
及 

:

び
修
正」

の

中

に「

|

的
生
産
物
に
対
す
る
需
要
^
率
に
^
い
て
;±
地
^
庳 

物
に
関
す
る
需
要
係
数
の
占
め
る
割
合
が
大
と

.な
れ
ば
犬
と
な
る
ほ
ど
地
§

.

 

額
乃
至
実
質
地
袋
量
は
太
.と
な
る
が
普
通
で
あ
る

」

人
同
書
上
卷
三.五
八
直)

と
し
.「

此
.•の
点
に
於^,
て
.顧
.み
る
べ
ぎ
は.ヶ
ネ
-
の

経

済

表

で
.あ

るj'
(

同

書
'- 

下

巻

一

。

三
ー
ー
頁
ソ
と
し

-
石

の

第

ニ

版

の
^
説

明
^
に

-^
装
飾
の
奢
侈
し
ぺ
に 

よ

る

エ

業

の
_製
作
品
に
対
す
る
需
要
の
増
加
が
：濃
産
物
需
要
の
減
退
と
な
り

>

池
代
と
し
て
の'地

主

の

：所

得

を

減

少

せ

し

む

る

結

果

と

な

る

点

を

指

摘

せ

ら

，れ 

「

私
の
注
目
せ
ん
と
す
る
間
題
は
此
処

■.に
存
す
る
。
■何
と
な
れ
ば
其
の
点
私
は 

:嘗
て
誤
つ
て
批
判
し
：ズ
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

」
(

同
書
下
卷—*
〇
三
五
頁

)

と

し
.
•

て
前
記
の
解
説
を
自
ら
修
正
也
ら
れ
だ

,0
.

.
'
' 

• 

■

 

斯
ぐ
し
て
基
本
的
の
支
出
平
均
の
場
合
に
於
げ
る
调
係
を
表
式
す
る
七
っ
の

,
方

程

式

と「

装
飾
の
奢
侈1-
の
際
の
変
化
せ
る
需
要
比
率
を
示
め
す
三
つ
の
方 

■程
式
か
ら.し
て
次
め
如
き
答
を
得
た
め
.で
あ
る
。

:
.

'地
主
階
級
の
農
産
物
需
要
額
ス
ン
さ

&

^
运》
.
：
.

:
,

地
主
階
級
の
0:
進

蕭

需

要

額
' P12.H291.667 

v

 

.

:

:生
爾
級
の
農
産
物
需
要
額
：

''
:
?
2
1
=
2
0
8
.
|

生
産
階
級'の
±
産
物
需
要
額
ニ:
^
2
=
2
9
1
.
6
6
7

.'
-

■
'.

..

.不
生
_

級

：
の

農

産

物

需

要

額

：

v psl=416.667 

.

::

不
生
産
階
級

「

の
エ
産
物
需
要
額'-
吻
3

2

=

|

3

3

3

:
:

へ 

.

.

而

も

純

収

獲

再

生

産

額

は

農

産

物

再

坐

産

総

額

の

一

；
一
分

」

ノ
ー
 

に
等
し
く
、
地 

:

主
階
級
：の
農
産
物
と
製
作
品
と
に
対
す
る
需
要
量
に
等
し
い
と
い
ぅ
方
程
式
か

■ 

.'
'

し̂
弋
地
主
階
軟
の
農
き
^
製
作
品
と
の
需
要
合
計
額
が
五
百
リ

ー

ヴ
ル
と 

^•
る

か

ら

、

こ
：：
こ

に

「

装

飾

の

奢

侈
^
の

結

竭

へ

ヶ

ネ

ー

：が

地

主

の

所

得

の

再 

.

生
産
額
が
五
首
，|
ダ
ル
と
な
る
ど
め
説
は
証
明
せ
ら
れ
た
も
の
.と
做
す
の
で 

あ
る
.：(

同

書

下

卷

ー.0
三
：
六
：
頁

参

驛
0 

.

V

.
'.
:

.

.こ
：.の
柴
田
博
士
の#
た

数

字

^

ょ

れ

ば

地

主

パ

生

産

両
階
級
め
も
め
は
：

「

装 

^
飾

の

奢

侈1-
と

耆

い

な

が

を

い

ず

れ

も

支

出

均

衡

の

場

合

ょ

り

も

む

し

ろ

製
 

作

品

：
へ

の

需

要

が

減

少

U
.て
.W
る
の
で
あ
る
？
而
も
地
主
階
級
の
も
の
は
、
所 

s.
ハ
：百

リ

ー

ヴ

，
ル

.を

有

レ.^
が

ら

、
、
農

産

物

^'
約
一
一
苗
八
リ
丨

'ヴ

ル

、

製

作

品 

.
約

二

百

九

十

ニ

リ

ー

ヴ

ル
.、
、
計.五

首

リ

ー

ヴ
.ル

を

購

，，入
.し
て
.い
る
.
こ
と
と
な 

り
、.：

ヶ
ネ
I
の
述
べ
を
如
く
、
本
年
度
所
得
六
百
リ
ー
ヴ
ル
を
支
出
し
た
地
主 

の
.次
年
度
の
所
得
がa
百

リ

ー

ヴ

ル

，
に

減

^
る
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
'い
ず

'れ
.に
し
て
4'
-
、
ぃ
柴
田
博
士
が

F

理
論
経
済
学

』

.'
に
修
IH
せ

ら

れ

た

こ

：の

「

装

飾

.

.

.

.

>

: 

•

七

一
一

—*(

七

一

一

七

.

)
.

.不
均
衡
の
経
済
表
に
就
て



•食料め奢侈

. - 圓い . ■ ;

生 産 階 級 : 地 主 階 級 不 生 産 階 級  

年投資  所得 投 *

6 0 0 6 0 0 3 0__0

■  ^ ^ ^  2 5 0

3 0 5 3 0 5 ' -------~ 2 7 3

6 5 5  6 5 5  5 2 3

( 6 5 5 ^ )  ( 6 5 5 - 1 ^ )  (5 2 2端 ■)

生摩階級 

年 投 ,

6 0 0

不
均
衡
の
.経
済
表
に
就
て

第九図経济表第二版の「装飾の奢侈」

生産階 f及

年役資 
6 0 0

農産物

250.
145-16 
60—;15—  3 -ヴこ 
3 5 - 8 - 10 -ミ三; 

''1.4— ..1.5—  4 
8 - 1 2 - 3 - - ^  
3 - 1 1 - 9 - ^ ^

:地主階■級

所得
       6 0 0

• ハ 、. .

z :ノ純収穫、
■̂*_2 5 0 __

8  今ニ-: 3:1 4 5 - 1 6 '-:8 ノ

不生産階級

年投資 
3 0 0

.1 

f'I 

f 

一

0 

5 

1 

2 

5 

0

 

1

—.
_■:

1 

7 

0
.
4 

2 

1

 

.1

*.
 

U

n

 

-i.1 

I 

I
I
.

2 

0
 

:
0 

0
 

o
 

o

r 8 - 1 2 -  3^L"

、 製作品 

ニ、350
- 145— 16— 8
:一、8 5 - 1 - 4  
一  3 5 - 8 - 1 0  
>  2 0 - 1 3 -  5 
=--•» 8— 12- 3 
-:一 5 — 0  —. 5 . 

2 - 1 — 10•5"三ミニ 2~~ 1—.1Q.- - - —-ニ̂
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-广-一-一0一二 1 一 0 0 - 1 - 5

第 十 図

装飾の奢侈

斯
く
の
如
き®

の
結
果
を
、
.
ヶ
ネ
ー
は
百
リ
ー
ヴ
ル
以
下
を
四
捨
五
入
し 

て「

装
飾
の
奢
侈

」

の
時
、
再
生
産
せ
ら
る
る
地
主
の
所
得
は
五
百
リ
ー
ヴ
ル 

に
減
額
し
、

「

食
料
の
奢
侈

」

の
場
合
は
そ
れ
は
七
百
リ
ー
ヴ
ル
に
増
大
す
る
と

8

又
.

「

食
料
の
奢
侈

」

の
場
合
.は
、
 

な
り
て
、
再
生
産
せ
ら
る
る
純
収
一

S
" m

II

II
Olto

に

I

、 R
従 は  
っ 十

m  I

七

r
階 
級
の

所 は  
得 十
は ニ

分

と

に

少
す 、
る

七
五
'
,

(

七
亡
九
>

し
、
麵

級

のt

の
の
支
出
が
、

い
ず
れ
か
一
：方
に
六
分
ノ
ー
傾
け
ば
、
再
生 

産
せ
レ
れ
る
地
主
の
所
得
が
六
分
ノ
、
一
増
減
す
る
と
簡
明
に
、
.
且
つ
効
果
的
に 

記
述
し
た
も
の.と
解
.せ

ら

れ

る

：
の

で

あ

る

.。
但
し
、
そ
の
結
果
か
ら
描
か
れ
る 

経
済
表
原
表

)

，.の
数
宇
'の
配
列
は
本
稿
第
五
表
の
如
く
略
表
は
第
八
図
の
如 

く
な
る
も
の
で
あ
る!°
.
:ー：

.

然
し
、
前
記
のミ

ラ

ボ

d
侯
の
"

『

解
説』

の
第
三
の
経
済
表
と
同
一
の
計
算 

方
法
に
て
ヶ
ネ
丨
の

『

説
明』

.：：の
，

「

装
飾
の
奢
侈」

の
経
済
表(

原

き

を

掲 

げ
れ
ば
次
の
第
ル
図
と
な
り
、
又
略
表
の
形
式
.に
て「

装
飾
の
奢
侈」

と「

食 

料
の
奢
侈
ー
の
支
出
秩
序
を
表
式
す
れ
ば
次
の
第
十
図
と
な
る
。

の
奢
侈」

.'
:
-の
計
算
方
法
も
、
,
そ
ー
の
答
も
亦
承
認
し
得
ざ
>
0も

：
の
：
で
：
あ

る

ァ

衿
 

し

ち

修

芷

前

の

地

、
苯

の

所

得

が

'「

装

飾

叹

奢

き

め

時

、
'

に
減
少
し
、 

莶
料
の
奢
侈

」
；
'0
場
合
、
：̂

^
に
.增
加
す
る
と
な
す
方
が
、
次
に
検
討
す 

る
^
フ
¥
丨
：侯
の

缮
11

一
表
の
：計
算
に
一
：
致

ず

る

も

の

で

あ

る

。

へ
：
然

し

：な

が

ら

、
：
更

に

}丧
を
進
め
て
、
柴
：田
博
士
：は
不
生
産
階
敝
：の
製
作
品 

:の

原

料

と

し

て

へ

の

農

産

物

の

需

要

^
そ

の

：ま.ま
.坐

産

階

級

：
へ
：

€>
;
:
:支
出
と
：す
る
：
 

「

装
飾
の
奢
侈1-
-の
第
七
表
：

C
錄
済
論
叢
第
三
十.一
巻
第
一-*
号

.-
-l:

i

頁
：

K

か
ら 

V
.
て
、.
農
産
物
の
売
匈
総
額
を
..九
百
-リ

ヴ
.ル
と
し
、•ぞ
の
..三
分
ノ
.

I...

一
 
の
.年
投
...

 

資
に
よ
ヶ
て
再
生
産
せ
ら
れ
ル
純
取
獲
广
從
っ
^
地
主
の
所
得
は
依
然
と
し
て 

六
百
リ
：

—

ヴ
ル
と
：な

益

、
：

「

装
飾
の
奢
侈

」
©
.支

出
->
1(

い

ぅ

？

な
る
其
の
事 

に
ょ
っ
て
は®15

は
影
響
さ
れ
な.い

と

言

ふ

事

が

；議

さ

れ

た

」

'(

同
詻
ー;'
ー.ー.
 

3

頁)

も
の
：と
し
て
、
：
ヶ
、不
丨
の
処
論
を
全
面
的
に
否
定
さ
れ
た
め
で
あ
る

0
 

「

装
飾
の
奢
侈

」

に
ょ
り
て
需
要
が̂
^
せ
.る
員
#
品
の
.原
料
と
t
て
の
農 

産
物
を
購
入
す
る
た
あ
の
不
生
産
階
級
の
支
出
が

.考
慮
さ
れ.る
時
、
：そ
れ
が.全
：
 

面
的
に
は
生
産
階
級.

C

の
支
出
と
な
る
な
れ
ば
、
結
局
、
：
支
出
均
衡
の
湯
合
と 

同
じ
結
果
と
な
る
の
で
：は
な
い
：か
と
：い
ぅ
疑
問
ば
.一
疮
何
人
に
も
持
た
れ
る
の 

で
あ
る
が
、
過
度
の

T

装
飾
，の.'奢
侈
'—
の
，
時

、
.
需

要

せ

ら

れ

る

工

業

製

品

は

主 

と
し
て
外
国
製
品
で
あ
り
、
自
国
製
品
と
し
て
も
そ
の
原
料
は
輸
入
品
で
あ
っ 

た
当
時
の
仏
蘭
西
の
実
情
に
於
て
、
不
生
産
階
級
の
原
料
購
入
の
.支
出
を
そ
の 

場
合
直
ち•に
生
産
階
級
へ
の
支
出
と
'は
考
え
る
可
き
で
は
众
い
の
で
あ
る

(

本 

.稿

.七
八
頁
参
照

)

。
こ
の
意
味
に
於.て
、
帛
日
博
士
の
前
記
の

「

装
飾
の
奢
侈

」 

の
第
七
表
も
、
又
後
の
：

「

装
飾
の
奢
侈

」

の
三
っ.の
方
程
式
ハ

『

理
論
経
済f

,一：卞

卷

：

「

補
遣
及
び
：修
取

J" 
二
0
1 一£
:頁
参
照)

，も
、.
_者

の

：
同

意

し

得

な

い

も 

の
で
あ
る
.。

：

.

.

六
.
.
.
.
.
. 

.

v

.第

五

ヶ

、ネ

ー

の

「

^
fl
i
の
著
侈」

と
.：

「

食

料
.の
奢
侈」

と
の

.

.

.

.

.

.

.

...

計

算

方
.法
と
そ
の..答

に

就
.て
：
：
..
:
.
:

:

ミ
：一

K

ボ
ー
侯
のf

経

囊

と

其

解

説

』

1

初

経

済

表

第

|
ー
版
の
ヶ
ネ
ー
の 

「

経

済

表

の

説

明

：
！
に

次

い

で

-.
経
済
表
.の
第
二
の
説
明

J
l
a
.

 

s

e

g

l 

ex- 

.Plicati6n d
u

 T
a
b
l
e
a
u

(T>\conomique(

ど
題
さ
れ
た
もQ
で
あ
り(

s
u
-
 

vres, 

d
.,157 ”

 .

邦
訳)

：

『

全
集』

第
一
巻
：一；一
七
ブ
頁
参
照
：

T

而

も

、
，
著

者

目 

身

、

師

ヶ

ネ

丨

：
の
：

r

単

に

助

力

を
.た

ま

わ

っ

た

：
の

み

な

ら

ず

、
.
；
教

示

を

も

仰

い 

だ

の

：
で
：
あ
：る

」

.

(

;sUV
Tesy

 

p
_
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邦
訳『

全
集』

.策r
:
l
f
1

ニ
：
九

頁

)

こ
'
 

■
■.と
を
明
記
し.て
い
石
.
-と
ょ
り
し'て
-も
、.3 1
ロ
'々は
ケ
ネー

が『

経
済
.表
の
説
明』

:

に
於
け
る
襄
飾
め
奢
侈̂

ネ
コ
食
料
の
奢
侈̂

の
結
論
は
^

の
.

『

解
説』

.の
第
一

】

：
ー
：
の

経

済

表

に

汞

め

さ

れ

た

支

出

秩

序

と

同

一

の

計

算

方

法 

に

拠

る.%
の

と

考

え

る

，
の
：
が

至

当

で

あ

ろ

ぅ

。

.

.

先

ず

本

稿

第-1
'
図
の
公
'式
に
.ょ
り
て
算
出
す
る
に
、
そ

の

「

装
飾
の
奢
侈

」
の
塲
合
、
a
は
六
.百

：
リ
丨
：ヴ

ル

、

R
は

士1

分
/
五
、

デ
は
十
二
分
ノ
七
で
あ 

る
か
ち
、
地
主
ブ
不
生
！
^
級

：
へ

そ

の

食

料

と

し

て

売

却

せ

る

農

産

物

の

代

金 

を
そ
の
年
投
資
と
し
で
.生
®

級
が
再
生
産
す
る
純
取
獲
、
従
っ
て
地
主
階
級 

の
所
得
は
へ



寧 八 表

益収総 M 年
出 支 年

原 投
資

よ
益

純

驭

雜

年
支
出
Ifil
収

子 利
投

資

m
子

年

投

資

収

益

支

出

年
投
m
刺
子

原
投
資
利
子

投

資

六 九 五 九
一 一し 八

秩支
出
均

序衡
o 四 四 四 .ハ ノ、 四 o Jr：
〇 2T. 五 五 〇 五 五 '〇 〇

五 七
■一

七 五 ニ

装
飾
の

o 八 八 ノ V 五 '三 八 o 八 奢
Q 八 八 八 Q 八 ノ、 o 〇 侈

七 八
___

四 七
一—* .

食
料
の

o 〇 O 〇 七 ニ 〇 〇 一
奢

o ニ -一4
〇 r —* ―* o o 侈

o 五. I 金 五 四 五 o
四
七

差均 
衡
と

額の〇 e 七 七 〇 七 '七 o o

尙
ミ
ラ
ボ
ー
侯
の_『

経
済
表
と
其
解
説
|
:
の
第
一
め
経
済
表
の
下
記
の
註
に 

.算
定
す
る
地
主
の
所
得
六
百
リ
ー
ヴ
ル
を
基
本
と
す
る
支
出
均
衡
の

場
合
と
各 

支
出
が
左
右
い
ず
れ
かー

方

に

六

分

ノ

ー

傾

く

「

装
飾
の
奢

侈J

と

「

食
料
の 

奢
侈」

.と

の
支
出
が
、
生
産
階
級
の
投
資
並
び
に
収
益
..に
及
ぼ
す
影
響
を
表
示 

す
れ
ば
次
の
第
八
表
の
如
く
、
投
資
も
収
益
も
支
出
均
衡
の
際
に
比
し
て
、
.い 

.ず
れ
も
そ
の
約
六
分
ノ1
の
増
減
が
見
ら
れ
る•め
で
あ
る
。

.,
,'■
•

第

六

「

装
飾
の

.奢
侈j

と
'「

★
料
の
奢

#」

と
の
限
度

.に
就
て

.
'

小
泉
信
三
博
士
が
、
か
っ
て
仮
定
せ
ら
れ
た
如
く
に

「

極
端
の
場
合
を
想
像 

し
て
、_

敬
と
も
に
、
其
所
得
は
挙
げ
て
之
を
農
産
物
の
購
入
に
充
て
、
X

.

七

六

(

七
三
9
 

,

業
品
は
ー
切
貿.は
な
い
1_
_
;と
す
れ
ば
、
ヶ
ネ
ー
の

「

表」

に
て
は
.

「

矢
張
り
所 

:

得
が
農
産
物
と
エi

nn
の
購
入
と
に
折
半
せ
ら
れ.た
場
合
と
同
様
、
；
前
年
と
同 

(

額
六
百
リ
ー
ヴ.ル
の
純
収
益
が
造
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
農
産
物 

.に
対
す
る
支
出
の
増
減
は
毫
も
純
取
益
を
増
減
せ
し
：め
な
い
こ
と
に
な
り

『

経 

済
表』

自
ら
.

『

経
済
表』

：
の
主
張
を
打
ち
消
す
こ
と
に
な
る

J 

(『

学
窓
雑
記』

一
七
一
一頁)

も

の

と考
え
ら
れ
た
0
然
し
な
が
ら
、こ
の

場

合

級

と

も」 

/

と
言
わ
れ
る
が
、
生
讓
級
へ
の
支
出
は
地
主
階
，級
か
ら
の
六
百
リ

ー

ヴ
ル
だ 

け
で
、「

食
料
の
奢
侈」

で
.あ
り
な
が
ら
不
生_

級
に
属
ず
る
も
の
は
、
そ 

,の
食
料
と
し
て
も
、
自
国
農
産
物
を
全
く
購
入
し
な
い
と
い
ぅ
不
合
理
の
こ
と 

と
な
.る
。

，

.

ヶ
ネ
ー
が
®

級
の
も
.の
が
、
.生

産
•
不
生
産
両
階
級
へ
の
：支
出
の
差
を
い 

ず
れ
も
.六
分
.ノ
一
 

と
せ
る
は
、
経
済
表
の
支
出
秩
序
を
破
ら
な
い
限
度
に
於
て 

仮
定
し
得
る
極
限.を
示
め
し
た
も
の
で

「

過
度
な
る」

と
い
ぅ
言
葉
が
附
せ
ら 

れ
た
所
以
で
あ
ろ
ぅ0'
:

:. 

ン

'
.
.
- 

⑽
に
、
S
本
^
の
経
^
表
に
.示
め
ざ
れ
る
^
く
、
®

級
の
も
.の
が
、
生

寧 

不
生
産
両
階
級
へ
均
等.に
.支
出
し
得
る
.の

は「

そ
の
国
土」

に
お
い
て
、
耕
作
な 

ら
び

に

取

引
_1
:
-の
自
由
.と
便
宜
と
が
可
能
な
る
最
高
度
の.段
階
に
到
達
し
、
し 

た
が
：？
て
地
主
の
収
入
が
、
.
も
は
や
そ
れ
以
上
増
加
し
え
な
い
限
界
に
達
し
て 

い
る
'ほ
.ど
€>
:
王
国
の
繁
栄
状
態
：に
あ
つ
て
は
、
地
主
は
収
入
の
ヰ
殳
を
、
購
入 

の
た
め
に
、
不
生
産
階
級
に
.支
出
する
こ
と
が
で

き

る1-
-

の
：，で

あ

づて
、「

国 

土
が
完
全
に
ば
、.耕
作
も
、
改
良
も
さ
れ
て
い
ず
、
.道
路
が
不
備
で
あ
ひ
、
生 

産
|

送
办
た
め
に
河;1
1
を
航
行
し
得
ず
、
運
河
^
®
_
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
や
う

な
場
合
に
は
、
地
主
は
必
要
な̂
出
に
よ
つ
て
、
能
う
限
り
そ
の
収
入
と
そ
の 

享
楽
と
を
増
す
た
め
、
：不
生
産
階
級
に
対
す
る
支
出
を
節
約

1
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
で
あ
ら
う
。'彼
等
が
そ
.の
！

nr

的
を
達
す
る
：ま.で
は
、
不
生
.

®
級
：に
対
し
.
, 

て
：の
そ
の
余
分
の
吏
出
は
、
彼
ら
の
富
裕
と
国
民
の
繁
栄
と
を
傷
う
奢
侈
の
：友 

出
で
あ
る」(CEUVres,: p. 

SIS

丨9:
,

邦
訳
、
岩
波
文
庫
本
六
一

——

ニ
頁
'『

全
. 

集』

'¥
ー#
ニ
四
七
寅
、
垠
田
訳
本
一
四
八
頁

〕

と
着
做
さ
れ
た
の
で
あ
る.0
'

従
つ
て
.■そ
の
意
味
に
於
て
ば
不
生
産
的
支
出
は
支
出
額
の
ニ
分
-/
.

I

と
い
う
の 

が
限
度
と
考
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
:-
:

•

::

•'
..ニ
 

.

.

.
.'
.
.
. 

.'_ 

- 

,
' 

- 
'■ 

. 

\ 

■

次
い
で
ゥ
ー
グ
博
士
は
、
，均
衡
攪
乱
の
第
一
類
の
誘
因
即
ち
全
面
的
に
経
済 

循
環
の
上
に
生
ず
る
誘
因
の
第
ー.一
と
し
て
、'農

産

物

の

德

：の
下
落
、_農

産

物
. 

取
引
に
直
接
課
せ
ら
れ
る
親
金
等
、
其
の
他
凡
ゆ
る
原
因
に
よ
る
農
耕
者
の
損 

失
に
よ
り
て
、
そ
の
年
投
資
の
純
収
益
率
が
一
：一
十
パ

ー

セ
シ
ー
ト
に
過
ぎ
な.い
、 

仏
蘭
西
当
時
の
農
業
の
実
情
に
於
て
は
、
年
々
地
主
階
級
の
地
主

.

r

戸
平
均
の 

純
所
得
額
は
そ
の
農
業
再
建
後
の
五
分
ノ

1

即
ち
百
ニ
十
リ
ー
ヴ
ル
に
過
ぎ
な 

い
と
す
る
ミ

ラ

，
ボ
ー
侯『

解
説』

；め
第
五
め
経
済
表
を
掲
げ
て
説
明
し
て
い
る
. 

(
i
b
i
f
p
.

 

91)
。 

' .

又
、
不
均
衡
の
第.一
ー
類
の
諫
因
即
ち
霞
坐
産
面
に
生
ず
る
誘
因
の
第
一
と
' 

し
て
、
先
ず
そ
の
，年
投
資
が
年
々
五
十
リ
ー
ヴ
ル
即
ち
そ
の
ニ
十
一
分
ジ
一
ず 

つ
奪
わ
る
る
場
合
ク
農
産
物
再
生
産
額
は
七
千
五
苜
七
十
七
リ
ー
ヴ
ル
と
、

.百 

.一一

十
八
リ
ー
ヴ
..ル
減
少
す
る
.こ
と
.を
ミ
ラ
ボ
ー
房
.

『

解
説』

の
第
四
の
；経
済
表 

を
掲
げ
ず
し
て
；*
,
.の
.み
に
て
説
明
し
、：
最
後
に
当
時
の
仏
蘭
西
に
於
け
る
過

不
均
衡
の
経
済
表
に
就
て

重
の
：租
税
一
：一
億
は
、
そ
れ
に
要
す
る

n

億
の
微
税
費
，を
含
め.て

地

主

階

級

，
一
戸 

平
均
の
所
得
八
百
リ

ー

ヴ
；ル
を
基
本
と
す
る
ミ
ラ
ボ
ー
侯

『

解
説』

の
第
六
の 

■経
済
表
を
掲
げ
て
説
明
し
てい

る

96
—
7)
。 

：
 

： 

：
ノ

。
斯
く
^「

均
衡
，の&'
.済
表」

.

.が
重
農
主
義
経
済
学
派
の
理
想
と
•す
る
神
の 

「

自
然
的
秩
序

j

'or
dre 

n
a
t
u
r
e
l
t

で
あ
る
な
ら
ば--
.不
均
衡
の
経
済
表

」

は 

現

実

の「

人
為
的
秩
序

」

日
诗
9
^
0
8
茳
£
で
.あ

ヴ

"
.
従

っ

て

ゥ

ー
ダ

博

士

は 

斯

く

：
の

如

き

「

不

均

衡

の

経

済

表

」

-.
.の
検
討
は「

_
然
的
秩
序」

に
固
有
な
理
、
 

.
想

的

籍
.か
：
ら

：

「

経

済

表1-
を
解
放
し
、
重
農
主
義
儸
攀
派
の
理
論
に
与
え 

.
ら
れ
た
純
粋
経
®

の
歴
史
に
於
け
る
最
初
の
学
派
た
る
地
倥
を
正
当
化
す
る 

丨
も
の
で
あ
る
と
結
論
し

〜

|;
'
る

：：

(

1

尸̂

ヤ

9
9

)

0 

.

又
、
久
保
田
明
光
博
士
も
経
资
表
の
均
衡
体
系
攬
乱
の
原
因
並
び
に

そ

の

過 

程

の
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